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特集　灯ろう　きらきら
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七
夕
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
天
野
川
水
辺
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
、「
天
の

川
七
夕
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

６
回
目
と
な
る
今
回
も
、
昨
年
に
負
け
ず
、
催
し

も
の
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
星
の
ま
ち
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な

さ
ん
や
各
種
団
体
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
も
竹
灯
ろ
う
・
紙
灯
ろ
う
・
笹
飾
り
・

灯
ろ
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
が
、
天
の
川
沿
い
１
・

５
㌔
に
灯
り
ま
す
。家
族
で
、友
達
と
、恋
人
同
士
で
、

七
夕
の
夜
を
彩
る
幻
想
的
な
風
景
を
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

星
の
ま
ち
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内　

℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

ご注意ください

※ 小雨の場合は決行で、荒天の場合は中止します。順延は
ありません。
※ 駐車場はありません。公共交通機関（電車・バスなど）
をご利用ください。
※ 私市駅から各会場へは、安全のため、駅西側の土庄川沿
いの道をご利用ください。

22.07.01 (2)
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(3)22.07.01

最新の情報はこちらで

　最新の情報は、市商
工観光課ホームペー
ジや、市ポータルサイ
ト「織姫ねっと」をご
覧ください。
　右上の QR コード
から、携帯電話でも織姫ねっとを見る
ことができます。

私市駅前会場
15:00 ～ 21:30

模擬店
19:20 ～
灯ろう点火

星の里いわふね
会場

15:00 ～ 21:30
模擬店

15:00 ～ 21:30
LOVEコミュ広場

19:20 ～
灯ろう点火

天の川満天ライブ
①17:30 ～ 18:00
② 19:30 ～ 20:00
③ 20:30 ～ 21:00

私市橋会場
15:00 ～ 21:30

模擬店
19:20 ～
灯ろう点火

水辺プラザ会場
15:00 ～ 21:30

模擬店
18:45 ～ 19:20
オープニング
セレモニー

（19:20灯ろう点火）

天の川七夕まつり　会場案内図天の川七夕まつり　会場案内図

産業PRキャラクターの愛称が
「おりひめちゃん」に決まりました

　「広報かたの」4月 1日号で
募集しました、産業PRキャラ
クター（第二京阪道路市町村
標識キャラクター）の愛称に、
たくさんのご応募ありがとう
ございました。
　208 通もの応募の中から選
考により、愛称は「おりひめ
ちゃん」（同名で 10 人から応

募）に決定しました。
　なお、当初は採用名称が同名で、複数応募があっ
た場合は、採用者を抽選する予定でしたが、今回、
同名で応募いただいた 10人すべてを採用者としま
す。採用者には、賞状と記念品（おりひめちゃんスト
ラップ）をお送りします。

交野の「ゆるキャラ」が
盛り上げます

　オープニングセレモニーに、交野オリジナルの
「ゆるキャラ」、星のまち観光協会の観光キャラク
ター「星の天

あまん

満」と、市の産業PRキャラクター「お
りひめちゃん」が登場し、まつりを盛り上げます。
　セレモニー終了後も、会場にいますので、一緒に
記念撮影をどうぞ。

今年のみどころ

★ 私市駅で、京阪電車の「織姫号」「彦星号」のランデブーが 3回行
われます（17:40、18:20、19:00）

★ 子どもが乗れる無料の「ミニ電車」を星の里いわふね体育室内
で運行します（17:00 ～ 20:00）
★ 七夕にちなんで、カップル向けコーナー企画が盛りだくさん！
　 ▽  LOVE コミュ広場＝縁結びなどの願いごとを書いた短冊・
ろうそくを立てるコーナー、スイーツ販売コーナー、ペア写
真撮影コーナー

　 ▽天の川満天ライブ＝今年はラブソング限定ライブです

駅西側、土庄川
沿いの道をご
利用ください。
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特集　灯ろう　きらきら

市内の七夕まつりを紹介市内の七夕まつりを紹介

機物神社の七夕祭り
７月６日（火）・７日（水）

　機物神社では、２日と
も夜店が立ち並び、浴衣
姿の人たちがお参りに
訪れ、願い事を書いた短
冊を飾ります。
　今年も、７日の午後
に、平安時代の優雅な遊
びであった「お香を聞く
会」が催されます。参加
人数に限りがありますが、参加してみてはいかがで
しょうか。
　また、この神社では、昔、織田信長の指示で、神職の

席次をくじ引きで決
めたといわれており、
最近その流れをくむ、
江戸時代に作られた
籤
く じ び き き

引器（右写真）が見
つかりました。七夕祭
りで展示しますので、
ぜひご覧になってく
ださい。

式 典　７日　午前 11時 30分～
直
なおらい

会（神酒をいただく）　７日　正午～
お 香を聞く会　７日　午後３時～　
子ども神輿巡航　７日　午後４時～
笹 流し神事（逢合橋付近）　７日　午後11時30分～

星田妙見宮の七夕祭り
7月 7日（水）

　星田妙見宮は、間もなく創建 1200 年を迎えよう
としています。妙見宮の説明によりますと、平安時代
の始めごろ、弘法大師が獅子窟寺の洞窟で修法したと

き、七曜星の降臨
を見ました。その
一群が妙見宮に降
り、祭神とされ、
いつのころからか
織
たなばた

女石
いし

と呼ばれる
ようになったそう
です。
　そして、天野川

を隔てて、東側の同じ距離に、牽牛が耕した田とされ
る「天田」があります。現在の天田神社です。
　このことから、この地にも七夕伝説が浮かび上がっ
てきます。
　7日の七夕祭りには、笹飾りや湯立て神楽など、伝
統あるさまざまな神事が行われます。

七 夕祭臨時博物館（境内参集所）　7日　午前 11時～
午後 9時
湯 立て神楽　7日　午後 2時～
七 夕ビンゴゲーム（小学生対象）　7 日　午後 5 時
（カード配布）、6時スタート
妙見星太鼓の奉納　7日　午後 7時 30分
七 夕飾り祈願焚き上げ祭り（妙見河原駐車場）　7日
午後 8時 30分～

逢合橋七夕まつり
７月4日（日）～７日（水）

　逢合橋七夕まつりは、4
日正午からのオープニン
グセレモニーを皮切りに、
7 日の午後 8 時まで開催
します。
　地域振興と市民の交流、
子どもたちに天の川七夕
伝説を伝えることを目的
とし、砂子坂交差点から逢

合橋西交差点とその周辺地域に笹飾りや竹灯ろうを設置しま
す。これらは、竹の伐採から短冊、笹飾り、竹灯ろうまで、周辺
地域（天の川町会、柴野第 3住宅自治会、上ノ山町会）や交野
市観光を考える会などのボランティアのみなさんによる手作
りです。
　今年の見どころは、橋の中央に設置された笹竹アーチが、
美しいイルミネーションで飾られ、夜空に輝くところです。
　オープニングセレモニーで発表される、児童や園児製作の
笹飾りの審査結果も楽しみの一つです。
問 い合わせ　実行委員長　中村雅宣さん（℡  893・2240）

第2回七夕前夜祭
７月3日（土）

　今年も市役所駐車場で、七夕前夜祭を開催し
ます。今年は、イベント後半に、交野出身の落語
家、林家笑丸さんの寄席もあります。

イベントプログラム
14:00 屋台開店

16:00
オープニング
・おりひめちゃんや星の天満の登場
・チアリーディング

16:15 カラオケ 1部（4～ 5人）
17:00 当日の屋台で使える商品券の抽選会
17:10 こどもダンスチーム（2組）
17:45 フラダンス
18:00 「七夕商業まつり」抽選会
18:15 カラオケ 2部（8～ 10人）
19:15 当日の屋台で使える商品券の抽選会
19:30 こども和太鼓（妙見星太鼓）

20:00 エンディング
・寄席（林家笑丸さんほか）

21:00 閉幕
問 い合わせ　交野市商業連合会事務局（℡  892・
6700）
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(5)22.07.01

「織姫ねっと」を
ご利用ください

問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
北大阪商工会議所織姫ねっと編集部（℡  841・0104）

　
「
織
姫
ね
っ
と
」
は
、
交
野
の
い

ろ
ん
な
情
報
を
、
み
ん
な
で
書
き

込
み
・
発
信
す
る
地
元
密
着
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

市
の
催
し
な
ど
の
行
政
情
報

に
加
え
、
ま
ち
の
お
店
や
市
民
の

サ
ー
ク
ル
、
ま
ち
の
話
題
な
ど
、

身
近
で
生
活
に
役
立
つ
情
報
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
だ
け
で

な
く
、
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
会
員
登
録
（
無

料
）
し
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発

信
し
ま
し
ょ
う
。

　織姫ねっとは、会員登録をしなくて
も使えますが、登録をすると、もっと便
利に使うことができます。

無料・かんたん会員登録

　こちらをクリックすると、アカウン
トの発行（会員登録）画面に移ります。
　名前やメールアドレスなど、数項目
を入力し、登録してください。
※ 電話番号や住所などの入力は不要で
す。また、いつでも退会できます。

会員登録のメリット

■団体・活動情報をPRできます
　市内で活動するサークル・団体は、
活動や参加者募集などの情報を無料で
掲載できます。
■情報交換が気軽にできます
　みなさんが自由に書き込める情報交
換のページを使って、イベントの告知
や身の回りのちょっとした質問をする
など、いろんな使い方ができます。
（書き込みはニックネームでも可能）

「織姫ねっと」レポーター募集

　交野のことを取材・発信する、市民
レポーター（ボランティア）を募集し
ています。興味のある人は、お気軽にご
連絡ください。

　　　パソコン版　http://katano.mypl.net/　
　　　携帯電話版　http://katano.mypl.net/m/

使い方いろいろ

■ジャンルで探す
　「グルメ」「ショッピング」「求人情報」など、ジャンルから情報を
探せます。
■場所で探す
　「星田駅」「いきいきランド交野」など、場所から情報を探せます。
■楽しむ
　かわいいペットを紹介する「らぶりーペット」、交野のがんばっ
ている人を紹介する「まちのがんばり屋さん」、交野の名所・隠れ
スポットを紹介する「ええで交野」など、楽しい情報が盛りだくさ
んです。
■集まる
　情報交換をする「まいぷれ広場」や、ちょっとした質問をする「誰
か教えて」など、利用者同士で交流ができます。
■暮らしの情報
　くらしや安全、教育や子育てなど、さまざまな行政情報を見るこ
とができます。

織姫ねっとにアクセス

■パソコンから
　yahoo や google などの検索ページ
で、「織姫ねっと」と検索すると、簡単に
アクセスできます。
■携帯電話から
　右のQRコードから、
簡単にアクセスできます
（バーコード読み取り機
能付きの携帯電話のみ）。

お店や催し情報が満載！
お気に入りのお店を紹介することもできます。

市政のうごき
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市政のうごき

ゆうゆうバスが
生まれ変わります
第2次交野市財政健全化計画に

基づく見直し

問い合わせ　社会福祉課（℡  893・6400）

　

市
は
、
土
地
開
発
公
社
問
題
な

ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
新
ご

み
処
理
場
建
設
や
新
た
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
つ
つ
、
持
続

可
能
な
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
目

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
も
見
直
し
の
中
で
縮
小

し
ま
す
が
、
運
行
目
的
を
明
確
に

し
て
継
続
す
る
も
の
で
、
９
月
か

ら
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
外
出
支

援
バ
ス
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

主 

な
見
直
し
内
容　

コ
ー
ス
を
現

在
の
３
コ
ー
ス
か
ら
２
コ
ー
ス

へ
、
日
曜
日
・
祝
日
の
運
休
、

運
行
時
間
帯
の
見
直
し
な
ど

※ 

詳
し
い
時
刻
表
や
、
路
線
案
内

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
利
用
者
パ
ス
を
発
行

　

今
ま
で
あ
い
ま
い
だ
っ
た
利
用

対
象
者
を
明
確
に
す
る
た
め
、
利

用
者
パ
ス
を
発
行
し
ま
す
。

　

９
月
１
日（
水
）か
ら
は
、
利
用

者
パ
ス
の
提
示
が
な
け
れ
ば
、
ゆ

う
ゆ
う
バ
ス
を
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

発 

行
対
象
・
申
請
窓
口
・
申
請
に

必
要
な
も
の

① 

65
歳
以
上
の
人
＝
社
会

福
祉
課
（
年
齢
を
確
認

で
き
る
も
の
〈
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
〉、

印
鑑
）

② 

障
が
い
者
＝
障
が
い
福

祉
課
（
障
が
い
者
手
帳
、

印
鑑
）

③ 

妊
婦
・
３
歳
以
下
の
子

ど
も
の
保
護
者
＝
健
康

増
進
課（
母
子
手
帳
ま
た

は
健
康
保
険
証
、印
鑑
）

申 

し
込
み　

７
月
１
日

（
木
）か
ら
各
窓
口

■ 

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
新
し

い
愛
称
を
募
集

　

９
月
か
ら
生
ま
れ
変
わ

る
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
新
し

い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

募 

集
期
間　

７
月
１
日
（
木
）
〜

20
日（
火
）〈
消
印
有
効
〉

申 
し
込
み　

ｅ
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク

ス
・
は
が
き
に
、
①
愛
称
と
そ

の
理
由
②
郵
便
番
号
・
住
所
③

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番

号
を
記
入
し
、
募
集
期
間
内
に

〒
５
７
６

－

０
０
５
１　

天
野

が
原
町
５

－

５

－

１　

社
会

福
祉
課
（
℻  
８
９
１
・
６
２
４

１　

syakai@
city.katano.

osaka.jp

）

※
応
募
は
１
人
１
点
ま
で
で
す
。

地域福祉計画・
地域福祉活動計画
策定委員を募集

問い合わせ　社会福祉課・社会福祉協議会
（℡  893・6400）

　

市
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

る
た
め
「
第
２
期
交
野
市
地
域
福

祉
計
画
（
市
の
計
画
）」
と
、
そ
の

推
進
計
画
で
あ
る
「
第
２
期
交
野

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
社
会
福

祉
協
議
会
の
計
画
）」
を
策
定
す

る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者

や
福
祉
関
係
者
な
ど
で
構
成
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
く

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
人
で
両
委
員
会
へ
の

応
募
も
可
能
で
す
。

募
集
人
数

①
地
域
福
祉
計
画
＝
２
人
以
内

② 

地
域
福
祉
活
動
計
画
＝
２
人
以

内
対 　

象　

次
の
要
件
を
満
た
す
人

▽ 

市
内
在
住
で
、
７
月
１
日
現
在

20
歳
以
上
の
人

▽ 

地
域
の
福
祉
に
関
心
が
あ
る
人

で
、
任
期
期
間
中
に
３
回
程
度

開
催
す
る
委
員
会
（
平
日
昼
間

に
開
催
）に
出
席
で
き
る
人

任 　

期　

委
嘱
日
（
７
月
下
旬
を

予
定
）
〜
23
年
３
月
31
日

応
募
に
必
要
な
も
の

▽ 

応
募
理
由
＝
委
員
と
し
て
参

加
し
た
い
理
由
を
４
０
０
〜

８
０
０
字
で
記
述
し
た
も
の

（
書
式
自
由
）

▽ 

略
歴
＝
①
住
所
②
氏
名
③
生
年

月
日
④
職
歴
を
書
い
た
も
の

（
書
式
自
由
）

申 

し
込
み　

応
募
に
必
要
な
も
の

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
７
月

１
日（
木
）
〜
15
日（
木
）に
次

の
応
募
先

①
地
域
福
祉
計
画
＝
社
会
福
祉
課

② 

地
域
福
祉
活
動
計
画
＝
社
会
福

祉
協
議
会

※ 

郵
便
番
号
・
住
所
は
い
ず
れ
も
、

〒
５
７
６

－

０
０
５
１　

天

野
が
原
町
５

－

５

－

１
で
す
。

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
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パナソニック
キッズスクール
電池教室＆バレーボール教室

問い合わせ　社会教育課（℡  892・7721）

　

手
作
り
電
池
教
室
と
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ
の
選
手
に
よ

る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
実
施
し

ま
す
。

　

教
室
の
最
後
に
は
、
選
手
と
の

写
真
撮
影
や
サ
イ
ン
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

と 　

き　

８
月
３
日
（
火
）
午
前

９
時（
受
付
）

時
間
・
と
こ
ろ
・
内
容

▽ 

電
池
教
室
（
午
前
10
時
〜
、
い

き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
会
議
室

１
・
２
）
＝
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池

づ
く
り
と
電
池
の
ク
イ
ズ
や
い

ろ
い
ろ
な
実
験

▽ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
（
午
後
１

時
30
分
〜
、
い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
）
＝
今

シ
ー
ズ
ン
Ｖ
プ
レ
ミ
ア
ム
リ
ー

グ
な
ど
、
３
冠
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
パ
ン
サ
ー
ズ
に
所
属
す
る
選

手
に
よ
る
未
経
験
者
向
け
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

※ 

未
経
験
者
向
け
の
教
室
で
す

が
、経
験
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
〜
中
学
３
年
生
で
、
両
方
の

教
室
に
参
加
で
き
る
人

定 　

員　

80
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み　

は
が
き
に
①
住
所
②

氏
名
・
保
護
者
名
（
参
加
同
意

確
認
の
た
め
、
必
ず
保
護
者
が

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）
③
電
話

番
号
④
学
校
名
⑤
学
年
⑥
年
齢

⑦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
の
有
無

を
記
入
し
、７
月
20
日（
火
）〈
必

着
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０

０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１

社
会
教
育
課
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」係

※ 

当
選
者
に
は
、
後
日
案
内
を
送

り
ま
す
。

平成 22年国勢調査
調査員を募集

問い合わせ　国勢調査実施本部
〈企画財政室統計担当〉（℡  892・0121）

　

10
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
人
口
と
世
帯
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
調
査
の
調
査
員
と

し
て
、
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬
の

期
間
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
は
先
月
か
ら
始
め
て
お

り
、募
集
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み
前
に

応
募
状
況
な
ど
を
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

資 　

格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
▽ 

原
則
20
〜
70
歳
で
、
責
任
を

持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き

る
人

▽ 

秘
密
の
保
護
に
関
し
、
信
頼
の

お
け
る
人

▽ 

税
務
・
警
察
・
選
挙
の
各
業
務

に
直
接
関
係
の
な
い
人

▽ 

徒
歩
で
の
訪
問
調
査
が
可
能
な

人
募
集
人
数　

約
３
５
０
人

報 　

酬　

１
調
査
区
（
約
50
〜
70

世
帯
）
で
約
３
万
４
０
０
０
円

（
２
調
査
区
の
場
合
は
約
６
万

４
０
０
０
円
）

※
報
酬
額
は
増
減
し
ま
す
。

■
募
集
受
付
時
間
の
訂
正

　
「
広
報
か
た
の
」
６
月
１
日
号

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
「
平
成

22
年
国
勢
調
査
調
査
員
募
集
」
の

記
事
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

誤
り
は
受
付
時
間
の
「
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
」で
、
正
し
く
は「
午
前
９
時
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
５
時
」で
す
。

　

お
わ
び
し
、訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
各
施
設
で
配
布
し
て
い
る

申
込
用
紙
に
は
正
し
い
時
間
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

▼

電
池
教
室

市政のうごき
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市政のうごき

国民健康保険
のお知らせ

問い合わせ　国民健康保険課
（℡  892・0121）

■
保
険
料
の
料
率
決
定

　

７
月
は
、
保
険
料
が
決
定
す
る

月
で
す
。被
保
険
者
に
７
月
中
旬

に
発
送
予
定
の
「
本
算
定
納
入
通

知
書
」
は
、
確
定
し
た
保
険
料
か

ら
仮
算
定
期
間
（
４
〜
６
月
）
の

額
を
差
し
引
い
た
も
の
を
月
割
計

算
し
た
も
の
で
す
。

　

保
険
料
は
、
21
年
中
（
前
年
中
）

の
所
得
と
、22
年
度
の
加
入
者
数
・

世
帯
数
を
基
礎
と
し
て
決
定
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
保
険
料
は
、
医
療

分
・
支
援
分
・
介
護
分
を
合
算
し

た
額
で
す
。

　

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
中
間
所

得
者
層
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
医
療
分
を
43
万
円
か
ら
45
万

円（
国
の
基
準
は
50
万
円
）に
、
支

援
分
を
12
万
円
か
ら
13
万
円
（
国

基
準
通
り
）
に
引
き
上
げ
、
介
護

分
（
40
〜
65
歳
未
満
の
被
保
険
者

が
対
象
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
通

り
に
据
え
置
き
ま
し
た
。

　

所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の

保
険
料
率
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

■ 

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
保

険
料
の
軽
減
措
置

　

倒
産
や
解
雇
に
よ
り
失
業
し
た

人
の
保
険
料
を
、
在
職
中
と
同
程

度
の
保
険
料
に
な
る
よ
う
、
失
業

時
か
ら
そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の

間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
国
民
健

康
保
険
課
ま
で
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

① 

21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業
し

た
人

②
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

③ 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

離
職
理
由
番
号
が
「
11
・
12
・

21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・

34
」の
人

22 年度保険料の料率 医療分 支援分 介護分

（
①
〜
③
の
合
計
）

年
間
保
険
料

①所得割
基準総所得金額
（21年中の
所得が対象）

× 6.7％ ×1.46％ × 1.4％

②均等割 被保険者 1人あたり 27,500円 7,300 円 6,200 円

③平等割 1世帯あたり 22,500円 6,000 円 3,700 円

限度額 45万円 13万円 10万円

40歳以上65歳未満の国保加入者は介護分が加算されます

所得割の基準総所得金額の計算方法

■給与所得などの場合
　給与収入－給与所得控除－基礎控除（33万円）
■公的年金などの場合
　年金などの収入－公的年金等控除－基礎控除（33万円）
■営業・その他の事業・不動産所得などの場合
　 収入－必要経費（専従者給与、控除を含む）－基礎控
除（33万円）

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
う
ご
き

〜
新
ご
み
処
理
施
設
計
画
地
で
の
土
壌
等
状
況
調
査
〜

　

四
條
畷
市
交
野
市
清
掃
施
設
組

合
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
計
画
地

の
土
壌
な
ど
の
状
況
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
土
壌
汚
染
対
策

法
や
大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
土
壌

や
地
下
水
の
汚
染
状
況
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。

調 

査
場
所　

新
ご
み
処
理
施
設
計

画
地
（
交
野
市
大
字
私
市
３
０

２
９
番
外
）

調
査
内
容

① 

表
層
土
や
下
層
土
に
含
ま
れ
る

有
害
物
質
の
分
析
調
査

② 

地
下
水
の
分
析
調
査

③ 

そ
の
他

■
現
地
見
学
会

　

調
査
期
間
中
に
、
現
地
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
14
日（
水
）
〜
16
日

（
金
）午
後
２
時
〜
〈
雨
天
中
止
〉

※ 

見
学
会
は
１
時
間
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※ 

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み　

直
接
調
査
場
所

※ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
市
交
野
市

清
掃
施
設
組
合
（
℡  
８
７
６
・

１
２
０
２
）
か
、
市
循
環
型
社

会
推
進
室
（
℡  
８
９
２
・
０
１

２
１
）
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市政のうごき

介護保険の
お知らせ

問い合わせ　高齢介護課
（℡  893・6400）

■
保
険
料
の
本
算
定

　

７
月
は
１
年
間
の
介
護
保
険
料

を
決
定
す
る
月
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
人
）
に
「
本
算
定
納
入
通
知
書
」

ま
た
は
「
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」を
、７
月
中
旬
に
送
り
ま
す
。

　

各
通
知
書
に
は
、
決
定
さ
れ
た

年
間
保
険
料
か
ら
仮
算
定
期
間
分

（
普
通
徴
収
の
人
は
４
〜
６
月
分
、

特
別
徴
収
の
人
は
４
〜
９
月
分
）

を
引
い
た
額
を
月
割
り
計
算
し
て

記
載
し
て
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
は
、
40
〜
64
歳
の
医

療
保
険
加
入
者
と
、
65
歳
以
上
の

す
べ
て
の
人
で
す
。こ
の
制
度
は

み
な
さ
ん
の
保
険
料
と
公
費
で
運

営
さ
れ
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
、介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
保
険
料
は
期
限
ま
で
に

　

保
険
料
の
滞
納
が
あ
っ
た
場

合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
き

に
支
払
う
１
割
の
自
己
負
担
が
３

割
に
な
る
な
ど
、
滞
納
期
間
に
応

じ
た
保
険
給
付
の
制
限
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
軽
減

　

真
に
生
活
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
に
対
し
、
生
活
実
態
に
則
し

た
保
険
料
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

対 　

象　

介
護
保
険
料
段
階
区
分

が
第
３
段
階
で
、
次
の
①
〜
⑤

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
し
、
保

険
料
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

① 

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で

あ
る
こ
と
（
確
定
申
告
ま
た
は

市
民
税
申
告
が
必
要
）

② 

世
帯
の
年
間
収
入
合
計
が
96
万

円
以
下
で
あ
る
（
２
人
以
上
の

場
合
は
、
１
人
に
つ
き
48
万
円

を
加
算
）

③ 

市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
（
医
療
保
険
の
扶

養
者
も
含
む
）

④ 

市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に

し
て
い
な
い
こ
と

⑤ 

資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な

お
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
状

態
に
あ
る
こ
と
（
住
居
用
資
産

を
除
く
、
ま
た
預
貯
金
な
ど
は

３
５
０
万
円
以
下
）

軽 

減
内
容　

保
険
料
第
３
段
階

（
22
年
度
年
間
４
万
１
６
２
８

円
）
を
、
第
２
段
階
（
22
年
度

２
万
７
７
５
６
円
）
と
し
、
年

額
１
万
３
８
７
２
円
を
軽
減

※ 

当
該
年
度
の
未
到
来
納
期
分
を

上
限
額
と
し
ま
す
。

申 
し
込
み　
「
平
成
22
年
度
本
算

定
納
入
通
知
書
」
ま
た
は
「
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」、

印
鑑
、
預
貯
金
・
年
金
受
給
額

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
の

う
え
、高
齢
介
護
課

■
保
険
料
の
徴
収
猶
予

　

保
険
料
の
支
払
い
が
、
一
時
的

に
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
は
、
徴

収
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第 1号被保険者（65 歳以上）の介護保険料

所得段階 対象者 保険料額
（年額）

第 1段階
・ 生活保護受給者、中国残留邦人等支援給付受給者
・  老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の
人

27,756 円

第 2段階 世帯全員が市民税非課税で、前年の本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人 27,756 円

第 3段階 世帯全員が市民税非課税で、第 2段階に該当しない
人 41,628 円

第 4段階
世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人が市
民税非課税で前年の本人の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が 80万円以下の人

49,956 円

第 5段階
（基準額）

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人が市
民税非課税で、第 4段階に該当しない人 55,500 円

第 6段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 200
万円未満の人 69,372 円

第 7段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 200
万円以上 400万円未満の人 83,244 円

第 8段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 400
万円以上 600万円未満の人 91,572 円

第 9段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 600
万円以上の人 99,900 円

※ 所得金額は、前年（21年 1～ 12月）の合計所得金額です。
※ 合計所得金額とは、例えば公的年金のみの人であれば、公的年
金収入額から必要経費にあたる公的年金等控除額を差し引いた額
になります。（社会保険料等控除前の額）

保険料の納め方（第1号被保険者）

特別徴収（年金から天引き）
　老齢・退職年金などが年額 18万円（月額 1
万 5千円）以上の人は、2か月ごとの年金定
期支払時に、介護保険料が天引きされます。
４
月

６
月

８
月

10
月

12
月

２
月

仮徴収期間 本徴収期間
※  8月から新たに年金天引きを開始する人は上
表とは異なります。

普通徴収（納付書・口座振替）
　老齢・退職年金などが年額 18万円（月額 1
万 5千円）未満の人、特別徴収が開始される
前の人は、納付書を送りますので、納付期限
までにお近くの金融機関で納めてください。
　また、納め忘れがないよう、口座振替をお
勧めします。
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月
10
月
11
月
12
月
１
月
２
月
３
月

仮算定
期間 本算定期間
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後期高齢者医療制度の
お知らせ

問い合わせ　市民総合窓口担当
（℡  892・0121）

■
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

８
月
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
が
「
水
色
」
に
変
わ

り
ま
す
。新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

７
月
下
旬
ま
で
に
送
り
ま
す
。新

し
い
被
保
険
者
証
は
届
い
た
と
き

か
ら
23
年
７
月
31
日
ま
で
ご
利
用

で
き
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
桃
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
で
す
。有
効
期
限
の
切
れ
た
被

保
険
者
証
は
、
破
棄
す
る
か
、
市

民
総
合
窓
口
担
当
ま
で
お
返
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、新
し
い
被
保
険
者
証（
水

色
）
は
、
お
手
元
に
届
い
た
と
き

か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
被
保
険
者
証

に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す

る
場
合
は
、そ
の
カ
ー
ド
を
医
師
・

薬
剤
師
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
決
定

　

22
年
度
の
保
険
料
の
決
定
（
本

算
定
）
に
伴
い
、
被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
に
は
、「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」と「
納
入
通
知
書
」を
送
り

ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
次
の

２
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
で
被
保
険
者

に
な
っ
た
人
は
、
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
特
別
徴
収

　

原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
受
給
者
は
、
毎
年
度
４

月
か
ら
、
年
６
回
の
年
金
支
給
の

際
、
保
険
料
を
天
引
き
で
、
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

②
普
通
徴
収

　

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い

人
は
、
市
が
定
め
る
納
期
（
毎
年

７
月
〜
翌
３
月
ま
で
の
９
期
）
に

納
付
書
（
納
入
通
知
書
）
や
口
座

振
替
な
ど
で
保
険
料
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

特
別
徴
収
を
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。希
望

す
る
人
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
窓
口
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
の
軽
減
措
置（
下
表
参
照
）

　

22
年
度
は
、
前
年
度
と
同
様
の

保
険
料
軽
減
措
置
を
行
い
ま
す
。

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
に
軽

減
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
日
の
前
日
に
お
い
て
、
会

社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、

船
員
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
は
、
所
得
割
額
は
課
さ
れ

ず
、
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

※ 

所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う

ち
、
所
得
割
額
算
定
に
か
か
る

「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

額
」が
、
58
万
円
以
下（
年
金
収

入
の
み
の
場
合
は
、
そ
の
収
入

が
２
１
１
万
円
以
下
）の
人
は
、

所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と
な
り

ま
す
。

■
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

保
険
医
療
機
関
な
ど
で
の
自
己

負
担
割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
現

在
で
当
該
年
度
（
４
月
〜
７
月
は

前
年
度
）
の
「
地
方
税
法
上
の
各

種
所
得
控
除
後
の
所
得
（
課
税
標

準
額
）」
に
よ
り
定
期
判
定
を
行

い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
一
般
が
１

割
、
現
役
並
み
所
得
者
が
３
割
に

な
り
ま
す
。

▽ 

一
般
＝
同
一
世
帯
内
の
被
保
険

者
全
員
が
住
民
税
の
課
税
所

得
（
各
種
控
除
後
の
所
得
）
が

１
４
５
万
円
未
満
の
場
合

▽ 

現
役
並
み
所
得
者
＝
同
一
世

帯
内
に
住
民
税
の
課
税
所
得

（
各
種
控
除
後
の
所
得
）
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者

と
、
そ
の
被
保
険
者
と
同
じ
世

帯
の
被
保
険
者

※ 

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
内
で

あ
っ
て
も
、
世
帯
構
成
の
変
更

や
所
得
構
成
な
ど
に
よ
り
、
自

己
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
の

判
定
で
は
、
４
月
〜
７
月
は
前

年
度
、
８
月
〜
翌
３
月
は
当
該

年
度
の
所
得
（
課
税
標
準
額
）

均
等
割
額
の
軽
減

所得の判定区分 軽減割合 軽減後の被保険者
均等割額（年額）

① 下の②の世帯に属する被保険者で、当該世帯の被保険者全員が年金収入
80万円以下（その他各種所得が 0円）であるとき 9割 4,903 円

② 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、基礎控除額
（33万円）を超えないとき 8.5 割 7,355 円

③ 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、【基礎控除額
（33万円）＋ 24.5 万円×被保険者の数（被保険者である世帯主を除く）】
を超えないとき

5割 24,518 円

④ 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、【基礎控除額
（33万円）＋ 35万円×被保険者の数】を超えないとき 2割 39,228 円
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を
用
い
ま
す
。

※ 

現
役
並
み
所
得
者
と
判
定
さ
れ

た
場
合
で
も
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
と
き
は
、
窓
口
で
申
請

（
基
準
収
入
額
適
用
申
請
）
を

す
る
こ
と
で
、
１
割
負
担
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

要　

件

▽ 

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の

場
合
＝
被
保
険
者
本
人
の
収
入

額
が
３
８
３
万
円
未
満
の
と
き

▽ 

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
複
数

い
る
場
合
＝
被
保
険
者
の
収
入

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の

と
き

▽ 

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１

人
で
、
同
一
世
帯
に
70
歳
以
上

75
歳
未
満
の
人
が
い
る
場
合

＝
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額

が
３
８
３
万
円
以
上
で
、
被
保

険
者
本
人
と
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
の
収
入
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
減
額
認
定
証
）
は
、
医
療
機
関
に

入
院
し
た
際
に
窓
口
で
提
示
す
る

と
、
医
療
費
・
食
事
代
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
も
の
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
（
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
属

す
る
被
保
険
者
が
対
象
で
す
。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
減
額
認

定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

（
土
）
ま
で
で
す
。８
月
１
日
（
日
）

か
ら
有
効
と
な
る
減
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
７
月

中
に
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人
で
も
、
対
象
と
な
り
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
随
時
、
窓
口

で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局

▽ 

保
険
料
、
被
保
険
者
資
格
、
被

保
険
者
証
な
ど
に
関
す
る
こ
と

＝
資
格
管
理
課
（
℡  
06
・
４
７

９
０
・
２
０
２
８
）

▽ 

給
付
事
務
、
保
健
事
業
（
健
康

診
査
な
ど
）、
医
療
費
通
知
、
レ

セ
プ
ト
点
検
に
関
す
る
こ
と
＝

給
付
課
（
℡  
06
・
４
７
９
０
・

２
０
３
１
）

▽ 

事
務
局
庶
務
、
予
算
編
成
・
経

理
、広
域
連
合
議
会
、広
報
広
聴

に
関
す
る
こ
と
＝
総
務
企
画
課

（
℡  
06
・
４
７
９
０
・
２
０
２
９
）

■ 

保
険
料
の
納
付
、
そ
の
他
各
種

届
出
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽ 

市
民
総
合
窓
口
担
当
（
℡  
８
９

２
・
０
１
２
１
）

自己負担限度額とその判定基準

課税
状況 負担区分 負担

割合 判定基準
自己負担限度額（月額）

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

課税
世帯

現役並み
所得者 3割 同一世帯に住民税の課税所得（各種控除後の所得）が 145万円以上の被保険者がいる場合 44,400 円 80,100円＋1％（※1）

（44,400 円）（※ 2）

一　般

1割

同一世帯の被保険者全員の住民税の課税所得（各
種控除後の所得）が 145万円未満 12,000 円 44,400 円

非課税
世帯

区分Ⅱ 住民税非課税世帯に属する被保険者

8,000 円

24,600 円

区分Ⅰ

▽ 住民税非課税世帯のすべての世帯員の各所得が
0円となる人
※ 公的年金等控除額は 80万円として計算

▽ 住民税非課税世帯に属する老齢福祉年金を受給
している被保険者

15,000 円

（※ 1）医療費が 267,000 円を超えた場合は、その超えた分の 1％が加算されます。
（※ 2）（　）内の金額は、年 4回以上該当した場合の 4回目以降の額です。
※入院時の食事代や差額ベッド代など、保険診療外の費用は含みません。
※ 月の途中で 75歳になった場合、その誕生月については、誕生日前に加入していた医療保険制度と誕生日後
の後期高齢者医療制度の自己負担限度額が、それぞれ通常月の半額になります。

入院時の食事代
課税状況 負担区分 標準負担額（1食あたり）

課税
世帯

現役並み
所得者 260円
一般

非課税
世帯

区分Ⅱ
210円 過去 1年以内の入院日数が 90日以内の場合
160円
（※ 1）

過去 1年以内の入院日数
が 90日を超える場合

区分Ⅰ 100円

（※  1）適用を受けるためには、窓口での手続きが必
要です。

療養病床に入院したとき

課税状況 負担区分 食費
（1食あたり）

居住費
（1日あたり）

課税
世帯

現役並み
所得者 460円

（※ 1）
320 円一般

非課税
世帯

区分Ⅱ 210円
区分Ⅰ 130円
老齢福祉
年金受給者 100円 0円

（※  1）管理栄養士・栄養士により栄養管理が行われ
ている場合です。それ以外の場合は420円です。
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、議会事務局、
　会計室、行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

間違い電話が増えています。おかけ間違いのないようご注意ください。

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドアアウトドア

　 新緑の樹木観察ハイキング
　 琵琶湖と何して遊ぶぅー
　 サマーキャンプスクール
文　化文　化

 　プラコプター作り教室
　 夏のパソコン教室
　 親子で学ぶパソコン教室

  青少年コーナー

新
緑
の
樹
木
観
察

ハ
イ
キ
ン
グ

と 　

き　

７
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時〈
雨
天
中
止
〉

集 　

合　

午
前
９
時
に
機
物
神
社

西
入
り
口
鳥
居
前

内 　

容　

機
物
神
社
か
ら
石
仏
の

道
を
通
り
、
い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
コ
ー
ス
を

樹
木
観
察
し
な
が
ら
歩
く

参
加
費　

無
料

服　

装　

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴

持 

ち
物　

弁
当
、お
茶
、雨
具
、筆

記
用
具
、あ
れ
ば
ル
ー
ペ

講 　

師　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー　

渡
辺
晋
一
郎
さ
ん

申 

し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

琵
琶
湖
と

何
し
て
遊
ぶ
ぅ
ー

と 　

き　

７
月
27
日
（
火
）
〜
28

日（
水
）〈
１
泊
２
日
〉

と 

こ
ろ　

滋
賀
県
高
島
森
林
体
験

学
校
・
針
江
水
の
郷

内 　

容　

キ
ャ
ン
プ
や
川
遊
び
を

通
し
、
日
常
の
生
活
で
使
わ
れ

て
い
る
水
の
水
源
を
見
た
り
触

れ
た
り
す
る
実
体
験
か
ら
、
自

然
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
る

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
３
〜
６
年
生

定　

員　

先
着
45
人

参 

加
費　

１
万
５
０
０
０
円
（
交

通
費
・
宿
泊
費
・
保
険
代
含
む
）

申 

し
込
み　

７
月
２
日
（
金
）
〜

16
日
（
金
）
に
参
加
費
を
添
え

て
青
年
の
家
窓
口

■
説
明
会

と 　

き　

７
月
23
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

２
０

６
号
室

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

ス
ク
ー
ル

　

星
の
里
い
わ
ふ
ね
で
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
ま
せ
ん
か
。す
ば
ら

し
い
仲
間
と
の
新
し
い
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
す
。

と 　

き　

８
月
３
日
（
火
）
〜
４

日（
水
）〈
１
泊
２
日
〉

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

内 　

容　

参
加
者
で
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、

協
力
し
あ
っ
て
ロ
ッ
ジ
生
活
を

楽
し
む

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
３
年
生
〜
中
学
２
年
生

定　

員　

先
着
45
人

参 

加
費　

６
０
０
０
円（
食
材
費
・

施
設
利
用
料
・
ま
き
代
な
ど
を

含
む
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

６
日
（
火
）
〜
16
日
（
金
）
に
、

参
加
費
を
添
え
て
青
年
の
家
窓

口
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(13)22.07.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

文　

化

プ
ラ
コ
プ
タ
ー

作
り
教
室

と 　

き　

７
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

第
１
児
童
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

ゴ
ム
動
力
で
動
く
、
不

思
議
な
飛
行
物
を
作
る

対 　

象　

親
子
・
き
ょ
う
だ
い
な

ど
、
２
人
１
組
で
参
加
で
き
る

人
※ 

小
学
３
年
生
以
上
は
１
人
参
加

も
で
き
ま
す
。

定　

員　

20
組（
40
人
）

参
加
費　

５
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
（
火
）
ま
で
に
第
１
児
童

セ
ン
タ
ー

　７月。１学期も後半となり、子どもたちにと
って待ちに待った夏休みがやってきます。
　しかし、この季節は、地域の子どもたちを
見守る私たちにとっては、最も忙しい季節に
なります。
　長い休みに向けてパトロールなどの準備が
始まり、一緒に参加する PTAの人たちの中
には、このような経験は初めてで、戸惑う人
も多くいますが、私たちはできるだけ多くの
人にこの活動に参加していただき、活動を実
感してもらいたいと考えています。
　私たち青少年指導員会が地域と保護者、い
ろいろな団体とのパイプ役となります。一緒
に子どもたちの成長を見守る活動を広げてい
きたいと思っています。
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー青少年コーナー
地域のパイプ役として地域のパイプ役として

親
子
で
学
ぶ

パ
ソ
コ
ン
教
室

と 　

き　

８
月
５
日
（
木
）・
６

日（
金
）の
う
ち
１
日

時 　

間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分

と 

こ
ろ　

摂
南
大
学
寝
屋
川
キ
ャ

ン
パ
ス　

メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

内 　

容　

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
暑
中

見
舞
い
な
ど
の
絵
は
が
き
や
絵

日
記
づ
く
り

※ 
講
習
終
了
後
、
希
望
者
を
対
象

に
、昼
食（
無
料
）が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、午
後
１
時
30
分
か
ら「
モ

リ
ゾ
ー
・
キ
ッ
コ
ロ
地
球
環
境

の
旅
」を
上
映
し
ま
す
。

対 　

象　

小
学
生
と
保
護
者

定 　

員　

各
日
40
組

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
子
ど
も
と
保
護
者
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
③
電
話
番
号
④

子
ど
も
が
通
っ
て
い
る
学
校
名

⑤
ク
ラ
ス
名
⑥
受
講
希
望
日
⑦

昼
食
の
要
・
不
要
⑧
映
像
を
見

る
・
見
な
い
を
記
入
し
、
７
月

９
日
（
金
）〈
消
印
有
効
〉
ま
で

に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１　

社
会
教

育
課

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

夏
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

■ 

入
門
コ
ー
ス
「
ま
っ
た
く
は
じ
め

て
の
パ
ソ
コ
ン
」

と 　

き　

８
月
26
日
（
木
）
〜
９

月
16
日（
木
）の
毎
週
木
曜
日

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
と
は
、
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
、
文
字
の
入
力
、

保
存
・
印
刷
、
メ
ー
ル
を
体
験

す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見

る
■ 

初
級
コ
ー
ス
「
ち
ょ
っ
と
で
き
る

け
れ
ど
、も
う
少
し
詳
し
く
」

と 　

き　

８
月
18
日
（
水
）
〜
９

月
15
日（
水
）の
毎
週
水
曜
日

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ

ー
ド
の
使
い
方
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
写
し
方
、
メ
ー
ル
を
使

う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し

む
■ 

中
級
コ
ー
ス
「
よ
り
詳
し
く
習
い

た
い
」

と 　

き　

８
月
17
日
（
火
）
〜
９

月
14
日（
火
）の
毎
週
火
曜
日

内 　

容　

画
像
を
入
れ
た
文
章
作

り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
上
手

な
写
し
方
と
画
像
の
加
工
、
メ

ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

い
こ
な
す
、ブ
ロ
グ
の
活
用

時　

間

▽ 

午
前
ク
ラ
ス
＝
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

▽ 

午
後
ク
ラ
ス
＝
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

※ 

入
門
コ
ー
ス
は
午
前
ク
ラ
ス
の

み
で
す
。38
人
以
上
の
申
し
込

み
が
あ
れ
ば
、
午
後
ク
ラ
ス
を

開
講
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
人

定 　

員　

各
コ
ー
ス
各
ク
ラ
ス
20

人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料

▽
入
門
コ
ー
ス
＝
５
０
０
０
円

▽
初
級
コ
ー
ス
＝
６
０
０
０
円

▽
中
級
コ
ー
ス
＝
６
０
０
０
円

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

希
望
コ
ー
ス
と
ク
ラ
ス
（
午

前
・
午
後
）
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
住
所
④
電
話
番
号
を
記

入
し
、
７
月
10
日
（
土
）〈
消
印

有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１　

パ
ソ
コ
ン
教
室
係

※ 
前
回
の
教
室
に
参
加
し
、
１
つ

上
の
ク
ラ
ス
を
希
望
す
る
人

や
、
前
回
落
選
し
た
人
を
優
先

し
ま
す
。該
当
す
る
人
は
そ
の

旨
を
は
が
き
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

夫
婦
や
友
達
同
士
で
一
緒
に
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
は
が
き

に
①
〜
④
を
人
数
分
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口
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文　

化

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

［広告］

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

　

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
に
、

家
族
で
一
緒
に
わ
ら
ぞ
う
り
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

布
き
れ
を
使
っ
た
ぞ
う
り
も
作

れ
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
布

き
れ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

７
月
17
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

※ 

完
成
し
た
人
か
ら
順
次
終
了
と

し
ま
す
。正
午
ま
で
に
完
成
で

き
な
か
っ
た
人
は
、
午
後
１
時

か
ら
再
開
し
ま
す
（
昼
食
は
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
）。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

ロ
ビ
ー

定 　

員

▽
わ
ら
ぞ
う
り
＝
先
着
15
人

▽
布
ぞ
う
り
先
着
10
人

参
加
費　

無
料

持 
ち
物　

は
さ
み
、
ぞ
う
り
を
持

ち
帰
る
袋

※ 

布
ぞ
う
り
を
希
望
す
る
人
は
、

３
・
５
㌢
の
幅
の
布
（
木
綿
地
を

推
奨
）
を
片
足
で
10
㍍
、
鼻
緒

で
４
㍍
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

服　

装　

作
業
が
で
き
る
服
装

指　

導　

交
野
市
古
文
化
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日（
月
）か
ら
高
齢
介
護
課 

企
画
展
示

「
伊
勢
型
紙
の
世
界
」

　

着
物
の
柄
や
模
様
を
染
め
る
と

き
に
使
わ
れ
る
、
柿
渋
の
塗
ら
れ

た
型
紙
を
「
伊
勢
型
紙
」
と
呼
び
、

そ
の
型
紙
を
作
る
技
や
芸
術
性
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
か
ら
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
江
戸
時
代
の
伊
勢
型

紙
の
う
ち
、
特
徴
の
あ
る
も
の
を

展
示
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
21
日
（
水
）
〜
８

月
29
日
（
日
）（
月
・
火
曜
日
は

休
館
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

夏
休
み
子
ど
も

歴
史
体
験
講
座

　

夏
休
み
の
自
由
製
作
に
、
昔
の

型
紙
模
様
を
使
っ
て
、
ハ
ン
カ
チ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ベ
ー
ゴ
マ
や
け
ん
玉
な
ど
の
昔

遊
び
も
で
き
ま
す
。

と　

き　

７
月
28
日（
水
）

▽
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

対 　

象　

小
学
生
以
上
（
保
護
者

の
参
加
も
可
能
）

定　

員　

各
回
10
人

参 

加
費　

３
０
０
円
（
材
料
代
含

む
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日
（
月
）
か
ら
文
化
財
事
業

団

高
等
学
校
図
書
館

フ
ェ
ス
タ
in
大
阪

　

今
年
は
「
国
民
読
書
年
」
で
す
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
普
段
は
入
れ

な
い
交
野
高
校
図
書
館
で
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と 　

き　

７
月
28
日
（
水
）
〜
30

日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時〈
２
部
制
〉

と
こ
ろ　

交
野
高
校

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内 　

容　

図
書
館
見
学
、「
高
校
図

書
館
の
上
手
な
使
い
方
」
セ
ミ

ナ
ー
、「
作
っ
て
遊
ぼ
う
」
工
作

教
室
、絵
本
の
広
場
な
ど

対 　

象　

市
内
の
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
、
中
学
校
教
員
、
図
書

館
関
係
者
な
ど

参
加
費　

無
料

主 　

催　

日
本
図
書
館
協
会
、
学

校
図
書
館
部
会

問 

い
合
わ
せ　

青
年
の
家
図
書
室

か
、
交
野
高
校
（
℡  
８
９
１
・

９
２
５
１
）

文　化文　化

　 夏休み子ども歴史体験講座
　 企画展示「伊勢型紙の世界」
　 わらぞうり作り
　 高等学校図書館フェスタ
　 けいはんなふれあいコンサート
教　育教　育

　 進路選択支援相談
人　権人　権

　 平和と人権を守る都市宣言実行委員募集
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［広告］［広告］

教　

育

進
路
選
択
支
援
相
談

　

高
校
な
ど
に
進
学
さ
せ
た
い
け

れ
ど
も
経
済
的
理
由
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
、

進
路
選
択
支
援
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
、
奨
学
金
の
利
用
な
ど
の
ア

「
平
和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣

言
」を
進
め
る
実
行
委
員
を
募
集

　

市
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
恒
久

平
和
の
発
信
と
い
う
願
い
を
込

め
、
平
成
13
年
11
月
３
日
に
「
平

和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
」
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
の
趣
旨
が
広
く
浸
透

す
る
よ
う
、
市
と
協
働
し
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人
で
、
会
議
や
行
事

な
ど
に
参
加
で
き
る
人

募
集
人
数　

５
人

申 

し
込
み　

電
話
で
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
を
、
７
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
市
長
公
室
人
権

政
策
担
当

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
さ

ん
と
一
緒
に
来
ら
れ
て
も
結
構
で

す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受

付
け
て
い
ま
す
。

と 　

き　

平
日
午
後
３
時
〜
５
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
２
階　

市

長
公
室
人
権
政
策
担
当

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

平和と人権を守る都市宣言

あなたの強い願いがあるから
きっと　核や戦争はなくせる

あなたの暖かい愛があるから
きっと　差別や虐待はなくせる

交野のこころは「和」
「平和と人権」はその命

かけがいのないものを
あなたと共に守り抜きたい

そして　さらにその輪が
全地球に広がることを念じ

『非核・共生・非暴力都市　かたの』
を　ここに宣言します。

平成 13 年 11 月 3 日
交野市

人　

権

け
い
は
ん
な
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た

京
都
市
交
響
楽
団
に
よ
る
生
演
奏

の
ほ
か
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や

楽
器
演
奏
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

と 　

き　

８
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
（
開
場
）
２
時
30
分

（
開
演
）

と 

こ
ろ　

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
京
都
府
相
楽

郡
精
華
町
光
台
１

－

７
）

チ
ケ
ッ
ト
料
金（
全
席
指
定
）

▽
前
売
り
券
＝
１
５
０
０
円

▽
当
日
券
＝
２
０
０
０
円

※ 

３
歳
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護

者
の
ひ
ざ
の
上
に
座
っ
て
鑑
賞

す
る
場
合
は
無
料
で
す
。

※ 

購
入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
払
い
戻

し
は
で
き
ま
せ
ん
。ご
了
承
く

だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
窓
口

▽
電
子
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

　

 

電
話
予
約
＝
０
５
７
０
・
02
・

９
９
９
９
〈
Ｐ
コ
ー
ド
１
０
９

－

１
０
８
〉

　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
＝

http://pia.jp/t/

　

 

販
売
店
＝
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン

ク
ス

▽ 

㈱
け
い
は
ん
な（
℡  
０
７
７
４
・

95
・
５
１
１
５
）

▽ 

精
華
町
企
画
調
整
課
（
℡  
０
７

７
４
・
95
・
１
９
０
０
）

※ 

前
売
り
券
の
販
売
期
限
は
、
電

子
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
が
、
７
月
25

日
ま
で
、
㈱
け
い
は
ん
な
・
精

華
町
企
画
調
整
課
が
７
月
30
日

ま
で
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

け
い
は
ん
な
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
（
精
華
町
企
画
調
整
課

内
）（
℡  
０
７
７
４
・
95
・
１

９
０
０
）
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福　

祉

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

福　祉福　祉

　 共に生きる障がい者展
　 体験作文・ポスター募集
　 日中活動系サービス事業所連絡会のバザー
　 母子家庭等就業・自立支援センター
　 俳句大会参加者・投句募集
　 ボランティア体験プログラム
　 これで納得！病院で支払うお金
　 Kids ボランティア大作戦
　 いいでしょこのまちシンポジウム

［広告］

母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
職
・
転
職
・
職
場
の
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す

（
要
予
約
・
保
育
あ
り
）。

と 　

き　

月
〜
土
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大

阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
℡   
06
・
６
７
６
２
・
９
４
９
８
）

第
８
回
共
に
生
き
る

障
が
い
者
展

　

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
障

が
い
者
作
品
展
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
作
品
展
で
展

示
・
即
売
す
る
障
が
い
者
の
作
品

も
募
集
し
ま
す
〈
８
月
20
日
締
め

切
り
〉。

と 　

き　

９
月
18
日
（
土
）
〜
20

日
（
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
と 

こ
ろ　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
」（
堺

市
茶
山
台
１

－

８

－

１
）

入
場
料　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

府
障
が
い
福
祉
室

（
℡   

06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

※ 
障
が
い
者
作
品
展
へ
の
出
展
な

ど
に
つ
い
て
は
、
共
に
生
き
る

障
が
い
者
展
実
行
委
員
会
事
務

局
（
℡   

06
・
６
７
７
５
・
９
１

１
５　

℻   

06
・
６
７
７
５
・
９

１
１
６
） 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・

障
が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
つ
づ
っ

た
作
文
や
、
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。あ
な
た
の
素
直
な
気
持
ち

を
伝
え
ま
せ
ん
か
。

　

入
選
者
に
は
、
賞
状
な
ど
を
贈

呈
し
ま
す
。

募
集
内
容

▽ 

作
文　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
縦
書
き
）
で
、
小
・
中
学
生
は

２
〜
４
枚
、
高
校
生
・
一
般
は

４
〜
６
枚

※ 

点
字
や
ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
も

で
き
ま
す
。

▽ 

ポ
ス
タ
ー　

小
・
中
学
生
の
み
。

Ｂ
３
画
用
紙
か
四
つ
切
サ
イ
ズ

画
用
紙（
縦
長
の
み
）

申 

し
込
み　

７
月
１
日
（
木
）
〜

９
月
６
日
（
月
）〈
消
印
有
効
〉

に
郵
送
か
、
持
参
（
平
日
の
み
）

で
〒
５
４
０

－

８
５
７
０　

大
阪
府
障
が
い
福
祉
企
画
課
企

画
グ
ル
ー
プ

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.osaka

　

 .jp
/
k
e
ik
a
k
u
s
u
is
h
in
/

s
y
o
u
g
a
i-in
fo
/
in
d
e
x
.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
グ
ル
ー
プ

（
℡   

06
・
６
９
４
１
・
０
３
５

１　

℻   

06
・
６
９
４
２
・
７
２

障
が
い
者
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
連
絡
会
の
バ
ザ
ー

　

市
内
の
障
が
い
者
日
中
活
動
系

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
で
作
っ
た

ク
ッ
キ
ー
、
紙
す
き
製
品
、
た
わ

し
、
そ
の
他
自
主
製
品
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
16
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

Ａ
コ
ー
プ
星
田
店

問 

い
合
わ
せ　

交
野
市
障
が
い
者

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

連
絡
会
事
務
局
（
障
が
い
福
祉

課
内
）

１
５
） 

▲

21
年
度
最
優
秀
賞
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俳
句
大
会
の

参
加
者
・
投
句
を
募
集

■
俳
句
大
会

と 　

き　

９
月
24
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

選　

者　

安
達
風
越
さ
ん

主　

催　

市
星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会

■
投
句
募
集

対 　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

兼 　

題　

夏
一
切
の
句
を
１
人
に

つ
き
２
句

※ 

自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。二
重
投
稿
・
類
作
の
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

文
字
は
、
か
い
書
で
、
難
解
な

語
や
特
殊
な
読
み
に
は
、
ふ
り

が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

は
が
き
の
裏
面
右
側

に
２
句
を
、
左
側
に
①
住
所
②

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
俳
句
大
会
当
日
の

参
加
・
不
参
加
を
記
入
し
、
８

月
20
日
（
金
）〈
必
着
〉
ま
で
に

〒
５
７
６

－

０
０
３
４　

天

野
が
原
町
５

－

５

－

１　

高

齢
介
護
課

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

市
内
の
福
祉
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

７
月
１
日
（
木
）
〜
８

月
31
日
（
火
）
の
間
で
１
〜
３

日
程
度

対
象
施
設

▽ 

介
護
老
人
保
健
施
設　

逢
々
館

か
た
の

▽
介
護
老
人
保
健
施
設　

青
山

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

美
来

▽ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

天
の

川
明
星

▽ 

き
ん
も
く
せ
い
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
青
山

▽ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
天
の

川
▽ 

き
ん
も
く
せ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

▽ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
わ

ふ
ね
の
森

▽
星
田
南
病
院
デ
イ
ケ
ア
室

▽ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
虹
の
家

対　

象　

中
学
生
以
上

※ 

施
設
に
よ
っ
て
は
小
学
生
の
参

加
も
可
能
で
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

こ
れ
で
納
得
！

病
院
で
支
払
う
お
金

　

病
院
で
支
払
う
お
金
に
つ
い

て
、
医
療
費
の
し
く
み
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

７
月
24
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

定　

員　

80
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ

い
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｌ
事
務
局
長　

山
口
育
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡  
８
９

３
・
６
４
２
６
）

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
作
戦

と 　

き　

７
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
テ 

ー
マ　
「『
ふ
く
し
』『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

内 　

容　

廃
材
を
使
っ
た
工
作
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
認
知
症
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
な
ど

対　

象　

小
学
４
〜
６
年
生

※
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

定　

員　

30
人
程
度

参
加
費　

80
円

持
ち
物　

昼
食

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
（
火
）
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

第
２
回　

い
い
で
し
ょ

こ
の
ま
ち
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と 　

き　

８
月
29
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
50
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

内　

容

▽ 

１
部
＝
講
演
「
認
知
症
高
齢
者

を
介
護
す
る
家
族
と
し
て
の
思

い
と
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
に

期
待
す
る
こ
と
」（
講
師
：
社

会
福
祉
士　

松
葉
智
子
さ
ん
）

▽ 

２
部
＝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
地

域
づ
く
り
会
議
』
を
通
し
て
見

え
て
き
た
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く

り
っ
て
？
」（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
：
種
智
院
大
学
人
文
学
部

社
会
福
祉
学
科
講
師　

山
下
裕

史
さ
ん
）

定　

員　

60
人

参
加
費　

無
料

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

［広告］［広告］
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固
定
資
産
税

都
市
計
画
税 

の
納
期
月

　

７
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
２
期
分
の
納
期

月
で
す
。

　

期
限
の
８
月
２
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

保
険
・
年
金

老
人
医
療
証
の
更
新

　

８
月
か
ら
、「
老
人
医
療
（
一
部

負
担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）
医

療
証
」が
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
。

① 
次
に
該
当
す
る
人
に
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を

郵
送
し
ま
す

▽ 

身
体
障
が
い
者
（
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
・
２
級
）
に
該
当
す

る
人

▽ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

② 

次
に
該
当
す
る
人
は
、
７
月
31

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

７
月
中
旬
に
更
新
手
続
き
の
通

知
を
し
ま
す

▽ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

▽ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

▽ 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当

老
人
医
療
の

一
部
負
担
金
助
成
申
請

　

７
月
末
現
在
、
65
歳
以
上
の
人

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の

一
部
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽ 

身
体
障
が
い
者
（
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
・
２
級
）
に
該
当
す

る
人

▽ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

▽ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

▽ 

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

▽ 
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

※ 

そ
れ
ぞ
れ
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

申 

請
に
必
要
な
も
の　

そ
れ
ぞ
れ

の
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
障

が
い
者
手
帳
・
患
者
票
な
ど
）、

健
康
保
険
証
、
老
人
医
療
証
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

21
日
（
水
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当障

害
基
礎
年
金

現
況
届
の
提
出

　

20
歳
未
満
の
障
が
い
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
や
、
福
祉
年
金
か
ら

切
り
替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
７
月
に

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

７
月
初
旬
に
、
枚
方
年
金
事
務

所
か
ら
現
況
届
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、
同
封
の
説
明
チ
ラ
シ
を

よ
く
読
み
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
７
月
中
に
住
民
票
の
あ
る
市
区

町
村
の
国
民
年
金
担
当
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

22
年
１
月
２
日
以
降
に
他
の
市

区
町
村
か
ら
交
野
市
に
転
入
し

た
人
は
、
前
住
所
地
の
21
年
分

の
所
得
に
関
す
る
証
明
書
を
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
や

遅
れ
た
場
合
は
、
年
金
の
支
払

い
が
一
時
差
し
止
め
に
な
り
ま

す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当

　税　税

　 税の納期月
保険・年金保険・年金

　 老人医療証の更新
　 老人医療の一部負担金助成申請
　 障害基礎年金現況届の提出
　 国民年金保険料の一般申請免除受付
環　境環　境

　 廃プラ分別にご協力を
　 かたの環境講座 2010
　 ごみ減量講演会

［広告］
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国
民
年
金
保
険
料
の

一
般
申
請
免
除
受
付

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

手
続
き
を
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
（
所
得
審
査
あ
り
。審
査

対
象
は
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
）。

　

22
年
度
（
22
年
７
月
〜
23
年
６

月
分
）
の
保
険
料
免
除
申
請
は
７

月
１
日
（
木
）
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳

▽
印
鑑

▽ 

退
職
を
理
由
に
す
る
場
合
は
、

所
得
審
査
対
象
者
（
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
）
の
離
職
票
ま

た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
証

（
21
年
３
月
31
日
以
降
の
退
職

に
限
る
）

※ 

申
請
に
は
、
所
得
審
査
対
象
者

（
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
）

の
申
告
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。申
告
に
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
別
途
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当
か
、
枚
方
年
金
事
務
所
（
℡  

８
４
６
・
５
０
１
１
）

環　

境

第
２
回
か
た
の

環
境
講
座
２
０
１
０

と 　

き　

７
月
27
日
（
火
）
午
後

６
時
〜
８
時
30
分

と 

こ
ろ　

大
阪
市
立
大
学
理
学
部

附
属
植
物
園

テ
ー
マ　
「
セ
ミ
の
大
変
身
」

ご
み
減
量
講
演
会

と 　

き　

７
月
28
日
（
水
）
午
後

２
時
30
分
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
ご
み
の
現
状
と
未
来

に
向
け
て
」

定　

員　

先
着
50
人

講 　

師　

大
阪
産
業
大
学
人
間
環

境
学
部
生
活
環
境
学
科
講
師　

花
嶋
温
子
さ
ん

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日
（
月
）
か
ら
電
話
で
循
環

型
社
会
推
進
室

廃
プ
ラ
分
別
に

一
層
の
ご
協
力
を

　

夏
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
利
用

が
多
く
な
り
、
家
庭
か
ら
出
る
廃

プ
ラ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
）
の
ご
み
の

量
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

分
別
の
際
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
排
出
す
る

よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
主
な
注
意
点

▽ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ふ
た
・
ラ

ベ
ル
を
外
し
、
一
緒
の
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

▽ 

食
品
の
残
り
か
す
は
取
り
除

き
、
残
り
水
な
ど
で
軽
く
す
す

い
で
出
し
て
く
だ
さ
い

▽ 

洗
剤
や
液
体
が
入
っ
て
い
た
も

の
は
、
中
身
を
使
い
き
り
、
ふ

た
を
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

▽ 

水
で
す
す
い
で
も
残
り
か
す
や

汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
は
、
普

通
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
▽ 

発
泡
ト
レ
イ
は
、
で
き
る
だ
け

購
入
し
た
販
売
店
へ
返
し
て
く

だ
さ
い

■
廃
プ
ラ
と
は

　

そ
の
中
身
を
出
し
た
り
使
っ
た

り
し
た
後
、
不
要
と
な
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
容
器
（
商
品
を
入
れ

る
も
の
〈
袋
を
含
む
〉）
や
、
包
装

（
商
品
を
包
む
も
の
）
の
こ
と
で

す
。

　

次
の
識
別
マ
ー
ク
を
参
考
に
分

別
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室

内 　

容　

セ
ミ
の
羽
化
を
観
察
し

な
が
ら
、
身
近
な
生
命
の
神
秘

を
感
じ
る

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
セ
ミ

の
お
話
を
し
ま
す
。

定　

員　

先
着
40
人

※ 

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

入 

園
料　

３
５
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

講 　

師　

龍
谷
大
学　

谷
垣
岳
人

さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

１
日（
木
）か
ら
環
境
保
全
課

ペットボトルの
識別マーク

廃プラの
識別マーク

［広告］
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く
ら
し

くらしくらし

　 暮らしの夢実現に参加しませんか
　 下水道課からのお知らせ
　 おおさか防災ネット
　 まちづくりラウンドテーブル
　 花火は正しく扱いましょう
　 都市計画についての公聴会
　 セアカゴケグモに注意
　 LOVE遊淀川上流クリーン作戦
　 サマージャンボ宝くじ

暮
ら
し
の
夢
の
実
現
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
手

に
よ
る
「
交
野
暮
ら
し
の
夢
づ
く

り
白
書
」
を
も
と
に
、
第
４
次
総

合
計
画
の
基
本
構
想
づ
く
り
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
暮
ら
し
の
夢
づ
く
り
白
書

を
ま
と
め
た
「
交
野
市
暮
ら
し
の

夢
づ
く
り
会
議
」
の
有
志
の
み
な

さ
ん
が
、
そ
の
役
目
を
終
え
た
後

も
、新
し
く
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
動

き
だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
組
織
に

し
て
何
を
し
て
い
く
か
は
、
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、
一

緒
に
暮
ら
し
の
夢
の
実
現
に
向
け

て
進
ん
で
み
よ
う
と
思
う
人
は
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
企
画

担
当下

水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
公
共
下
水
道
へ
接
続
を

　

下
水
道
法
に
よ
り
、
公
共
下
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
で

は
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
３
年

以
内
に
、
浄
化
槽
に
よ
る
ト
イ
レ

は
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
整
備
地
域
で
、
ま

だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
家

庭
を
戸
別
訪
問
し
、
接
続
に
つ
い

て
の
聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
訪
問
の
際
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
下
水
道
で
川
と
海
を
き
れ
い
に

　

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
側
溝
や

水
路
に
流
す
と
海
や
川
を
汚
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
流
す
こ
と
で
、

汚
水
は
下
水
処
理
場
で
処
理
さ

れ
、
き
れ
い
な
水
に
な
っ
て
河
川

に
放
流
さ
れ
、
水
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
ま
す
。環
境
の
た
め
に
も

１
日
も
早
く
水
洗
化
工
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
工
事
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

　

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
工
事
費

用
に
対
し
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。延
滞
な
く
完
済
す

る
と
、
利
息
分
を
市
が
補
助
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

改
造
工
事
資
金
を
必
要

と
し
、次
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
交
野
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

▽
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る

▽ 

借
入
金
の
償
還
能
力
を
有
し
て

い
る

▽ 

市
税
（
前
年
度
分
）
を
完
納
し

て
い
る

▽ 

自
己
資
金
の
み
で
は
改
造
資
金

を
一
時
に
負
担
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る

▽
確
実
な
保
証
人
が
あ
る

保
証
人（
１
人
）

　

次
の
要
件
を
満
た
す
確
実
な
保

証
人
が
あ
る
こ
と

▽
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る

▽ 

府
内
に
住
所
を
有
し
、
相
当
の

資
金
を
有
し
て
い
る

取 

り
扱
い
銀
行　

近
畿
大
阪
銀
行

交
野
支
店
、
り
そ
な
銀
行
枚
方

支
店

融 

資
限
度
額　

70
万
円
（
工
事
見

積
額
以
内
）

借
入
利
息　

年
３
・
５
％

返 

済
方
法　

12
・
24
・
36
・
48
回

払
い
の
い
ず
れ
か

必 

要
書
類　

申
請
書
２
通
、
印
鑑

証
明
書
（
借
入
人
と
保
証
人
の

各
１
通
）、
納
税
証
明
書
（
借
入

人
の
市
・
府
民
税
と
固
定
資
産

税
を
各
１
通
）

■
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

市
指
定
工
事
店
以
外
の
業
者
に

よ
る
工
事
で
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。排
水
設
備
工

事
は
、
必
ず
市
指
定
工
事
店
で
施

工
し
て
く
だ
さ
い
。

■
石
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で

　

最
近
、
公
共
下
水
道
か
ら
、
石

油
な
ど
の
揮
発
性
の
臭
い
が
す
る

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

汚
水
終
末
処
理
場
で
は
、
汚
水

を
微
生
物
に
よ
り
処
理
し
て
い
ま

す
。石
油
・
食
用
油
な
ど
の
油
類

を
流
さ
れ
る
と
、
微
生
物
が
死
滅

し
、
汚
水
処
理
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
。油
類
は
下
水
道
に
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課 

お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト

　

お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
は
、
気

象
情
報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情
報
、

地
震
や
津
波
情
報
、
災
害
時
の
被

害
・
避
難
情
報
な
ど
を
提
供
し
ま

す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
防

災
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

Ｕ 

Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
-cds.o

　

 saka-bousai.net/pref/
index.htm

l

防 

災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
方
法　

登
録
ア
ド
レ
ス
（touroku@

osaka-bousai.net

）
に
、
空

メ
ー
ル
を
送
信
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
防
災
安

全
担
当
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ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

気
軽
に
意
見
を
交
換
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。

と 　

き　

７
月
25
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム

話 

題
提
供　

市
長
公
室
防
災
安
全

担
当
「
防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て
」

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

花
火
は
正
し
く

扱
い
ま
し
ょ
う

　

花
火
は
正
し
く
取
り
扱
わ
な
い

と
、
火
災
や
、
や
け
ど
な
ど
の
事

故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
か
が
花
火
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
花
火
を
す
る
前
に
は
必
ず
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
な
い

② 

周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
（
紙

く
ず
・
枯
れ
草
な
ど
）
が
な
い

場
所
を
選
ぶ

③ 

風
の
強
い
と
き
や
、火
災
警
報
・

乾
燥
注
意
報
な
ど
が
出
て
い
る

と
き
は
、花
火
を
し
な
い

④ 

必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
、
花
火
の
残
り
火
を
完
全

に
消
火
す
る

⑤ 

衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

⑥ 

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま

と
め
て
点
火
す
る
な
ど
、
火
薬

が
一
度
に
燃
え
る
よ
う
な
遊
び

方
を
し
な
い

⑦ 

花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き

を
よ
く
読
み
、
使
用
方
法
を
守

る
⑧ 
大
人
が
付
き
添
い
、
花
火
の
扱

い
方
、
火
の
後
始
末
な
ど
を
指

導
す
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課 

都
市
計
画
に

つ
い
て
の
公
聴
会

　

府
は
、
次
の
都
市
計
画
案
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
公
聴
会
（
説

明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

案
の
概
要
は
市
都
市
計
画
課
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

案
件
名

▽ 

東
部
大
阪
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の

変
更

▽ 

東
部
大
阪
都
市
計
画
区
域
区
分

の
変
更

▽ 

東
部
大
阪
都
市
計
画
用
途
地
域

の
変
更

と 　

き　

７
月
30
日
（
金
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

大
阪
府
新
別
館
北
館
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

申 

し
込
み　

公
述
希
望
者
は
、
公

述
申
出
書（
指
定
様
式
）を
、
傍

聴
希
望
者
は
、
は
が
き
・
ｅ
メ

ー
ル
に
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
記
入
し
、
７
月
7
日

（
水
）
〜
21
日
（
水
）〈
必
着
〉
に

〒
５
４
０

－

８
５
７
０
（
住
所

記
入
不
要
）　

大
阪
府
総
合
計

画
課（e-m

ail:sogokeikaku 
@
sbox.pref.osaka.lg.jp

）

問 

い
合
わ
せ　

府
総
合
計
画
課

（
℡   

06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

　

市
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。攻
撃
性
は
な

く
、
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
が
、

強
い
毒
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ
け
て
も
素

手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
万
が
一
、
か
ま
れ
た
時

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ク 

モ
の
特
徴　

体
長
約
１
㌢
、
全

体
に
黒
く
、
背
に
赤
い
帯
状
の

模
様
が
あ
る

よ 

く
発
見
さ
れ
る
と
こ
ろ　

巣
を

は
る
適
当
な
す
き
間
の
あ
る
と

こ
ろ
（
排
水
溝
や
そ
の
ふ
た
の

裏
、
植
木
鉢
の
ふ
ち
、
ク
ー
ラ

ー
の
室
外
機
の
裏
な
ど
）

駆 

除
方
法　

市
販
の
家
庭
用
ス
プ

レ
ー
殺
虫
剤
を
噴
霧
し
て
駆
除

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遊
淀
川
上
流

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

河
川
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

る
た
め
に
、
淀
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
（
説
明
）
10
時
〜
11

時〈
雨
天
中
止
〉

と 
こ
ろ　

淀
川
河
川
公
園
枚
方
地

区（
右
図
の
と
お
り
）

※ 
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

内 　

容　

河
川
敷
な
ど
の
紙
く

ず
・
空
き
缶
な
ど
の
一
斉
ご
み

清
掃

主 　

催　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遊
淀
川
上
流

ク
リ
ー
ン
作
戦
実
行
委
員
会

※ 

ご
み
袋
、手
袋
は
用
意
し
ま
す
。

帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※ 

清
掃
参
加
者
に
は
、
食
料
や
粗

品
を
進
呈
（
品
切
れ
の
場
合
あ

り
）し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ

　

宝
く
じ
の
収
益
は
、
市
町
村
の

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
化
対
策
、
芸
術
・

文
化
の
振
興
な
ど
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。大
阪
府
内
で
購
入
し
ま
し
ょ

う
。

　

今
年
は
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億

円
の
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」
の
ほ

か
に
、１
等
１
０
０
０
万
円
の「
１

０
０
０
万
サ
マ
ー
」
が
新
登
場
し

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

㈶
大
阪
府
市
町
村

振
興
協
会（
℡   

06
・
６
９
２
０
・

４
５
６
６
）
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く
ら
し

非
常
勤
嘱
託

介
護
支
援
専
門
員

募
集
人
数　

１
人

勤 

務
時
間　

週
５
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

求　

人

雇
用
保
険
料
率
の
改
定

　

４
月
か
ら
、
下
表
の
と
お
り
雇

用
保
険
料
率
が
改
訂
さ
れ
ま
し

た
。労
働
保
険
年
度
更
新
の
際
に

は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
22
年
度
の
労
働
保
険
年

度
更
新
の
申
告
・
納
付
の
期
限
は

22 年度概算保険料の計算に使用

事業の種類 保険率 事業主
負担率

被保険者
負担率

一般の事業 15.5/1000 9.5/1000 6/1000

農林水産
清酒製造の事業 17.5/1000 10.5/1000 7/1000

建設の事業 18.5/1000 11.5/1000 7/1000

７
月
12
日（
月
）で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局

労
働
保
険
適
用
課
（
℡   

06
・

４
７
９
０
・
６
３
５
１
）
か
、

同
局
雇
用
保
険
課
（
℡   

06
・

４
７
９
０
・
６
３
２
１
）

し
ご
と

くらしくらし

　 くらしの市民講座
しごとしごと

　 雇用保険料率の改定
　 労働保険の年度更新手続き
求　人求　人

　 防火安全対策普及員
　 非常勤介護支援専門員
子育て子育て

　 22 年度幼稚園就園補助金
　 交野保育所の一時預かり保育
　 幼児園の園庭開放
　 7 月の子育て講座（星田）
　 7 月の子育て講座（交野市）
　 乳幼児の健診と相談

く
ら
し
の
市
民
講
座

　

普
段
体
験
で
き
な
い
工
作
や
実

験
を
通
し
、ご
み
の
分
別
や
３
Ｒ
、

地
球
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と 　

き　

８
月
10
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね　

創

作
研
修
室

テ 

ー
マ　
「
夏
休
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
実
験
教
室
」

内 　

容　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
再

生
す
る
実
験
や
、
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
を
作
る
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
、

リ
サ
イ
ク
ル
繊
維
の
製
造
工
程

体
験

対　

象　

小
学
４
年
生
以
上

定　

員　

先
着
24
人

持
ち
物　

筆
記
用
具

講 　

師　

㈳
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理

促
進
協
会　

西
谷
吉
憲
さ
ん
、

神
谷
卓
司
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

12
日（
月
）か
ら
商
工
観
光
課

緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
よ
る
臨
時

職
員（
防
火
安
全
対
策
普
及
員
）

　

消
防
本
部
は
、
雇
用
情
勢
の
悪

化
を
受
け
、
失
業
し
た
人
に
対
す

る
雇
用
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

防
火
安
全
対
策
普
及
員
と
し
て
、

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

現
在
失
業
中
で
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
行
っ

て
い
る
人
（
求
職
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
る
人
）
で
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
て
、
自
転

車
に
乗
れ
る
人

採
用
予
定
人
数　

２
人

勤 

務
内
容　

市
内
世
帯
に
対
す
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
啓
発
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
集
計

な
ど

勤 

務
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分

雇 
用
期
間　

９
月
１
日
〜
23
年
２

月
28
日（
６
か
月
間
）

賃　

金　

時
給
８
４
０
円

※
社
会
保
険
が
あ
り
ま
す
。

申 

込
書
（
交
野
市
緊
急
雇
用
対
策

事
業
臨
時
職
員
雇
用
申
込
書
）

の
配
布　

消
防
本
部
予
防
課

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

申 

込
期
間　

７
月
５
日
（
月
）
〜

16
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申 

し
込
み　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
申
込
書
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
ま
た
は
求
職
カ
ー
ド

を
消
防
本
部
予
防
課
（
消
防
署

３
階
）ま
で
持
参

選
考
方
法

▽ 

１
次
選
考
＝
書
類
選
考
と
、
申

込
書
提
出
時
に
簡
単
な
面
談

▽ 

２
次
選
考
＝
１
次
選
考
の
合
格

者
に
面
接
を
行
い
、最
終
決
定

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

労
働
保
険
の

年
度
更
新
手
続
き

　

22
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

新
手
続
き
は
、
７
月
12
日（
月
）ま

で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▽ 

申
告
書
の
記
入
方
法
＝
大
阪

労
働
局
保
険
適
用
課
（
℡   

06
・

４
７
９
０
・
６
３
４
０
）

▽ 

保
険
料
の
納
付
＝
大
阪
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
課
（
℡   

06
・

４
７
９
０
・
６
３
３
０
）
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乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

８
月
３
日（
火
）

対 　

象　

22
年
３
月
11
日
〜
４
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

７
月
20
日（
火
）

対　

象　

20
年
12
月
生
ま
れ
の
幼
児

■
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

と　

き　

７
月
27
日（
火
）

対 　

象　

20
年
１
月
〜
２
月
生
ま

れ
の
幼
児

■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

７
月
14
日（
水
）

対　

象　

18
年
12
月
生
ま
れ
の
幼
児

※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
０

時
50
分
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
・
対
象

▽
０
歳
児
＝
７
月
28
日（
水
）

▽
１
歳
以
上
＝
８
月
６
日（
金
）

時 　

間　

午
前
９
時
15
分
〜
10
時

15
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

７
月
の
子
育
て
講
座

（
交
野
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

と 　

き　

７
月
26
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

交
野
市
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
青
年
の
家
横
）

テ 

ー
マ　
「
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
っ

て
い
い
な
」

内 　

容　

童
謡
を
一
緒
に
歌
い
な

が
ら
、子
育
て
に
役
に
た
つ
話

対　

象　

子
育
て
中
の
親
子

定　

員　

先
着
15
人

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
は
あ
り
ま

せ
ん
。

講 　

師　

四
條
畷
短
期
大
学
講
師

（
倉
治
保
育
園
元
園
長
）　

北
田

陸
夫
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

１
日
（
木
）
か
ら
交
野
市
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡  
８

１
０
・
８
２
７
０
） 

７
月
の
子
育
て
講
座

（
星
田
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

と 　

き　

７
月
22
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
11
時

と 

こ
ろ　

星
田
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
星
田
保
育
園
内
）

内 　

容　

断
乳
・
卒
乳
に
つ
い
て

対 　

象　

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児

（
第
１
子
限
定
）と
保
護
者

定 　

員　

10
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※ 

保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講　

師　

助
産
師

申 
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月
日

③
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

７
月
12
日
（
月
）〈
必
着
〉
ま
で

に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

星
田
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
電

話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
６
０
・
７
１
９
３
） 

幼
児
園
の
園
庭
開
放

　

子
ど
も
と
一
緒
に
近
く
の
幼
児

園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

７
月
13
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時〈
雨
天
中
止
〉

と 

こ
ろ　

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児

園
、
あ
さ
ひ
幼
児
園
、
く
ら
や

ま
幼
児
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対　

象　

未
就
学
児
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ　

各
幼
児
園

▽ 

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園
（
私
市

１

－

29

－

１　

℡  
８
９
２
・

１
３
５
１
）

▽ 

あ
さ
ひ
幼
児
園
（
星
田
５

－

２
－

12　

℡  
８
９
２
・
０
２
０
６
）

▽ 

く
ら
や
ま
幼
児
園
（
幾
野
３

－

18

－

１　

℡  
８
９
２
・
８
４

３
３
） 

度
の
更
新
が
必
要
で
す
。以
前
登

録
し
た
人
で
も
、
４
月
以
降
に
利

用
が
な
い
場
合
は
、
再
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

利
用
料
金

▽ 

１
日
利
用
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）＝
３
０
０
０
円（
昼
食
・

お
や
つ
代
込
み
）

▽ 

半
日
利
用
（
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
か
、
午
後
１
時
〜
５
時
）

＝
２
０
０
０
円
（
昼
食
ま
た
は

お
や
つ
代
込
み
）

※ 
時
間
単
位
で
の
一
時
預
か
り
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
保
育
所
（
℡  

８
９
１
・
６
２
０
３
）

交
野
保
育
所
の

一
時
預
か
り
保
育

　

交
野
保
育
所
で
は
、
子
育
て
支

援
と
し
て
「
一
時
預
か
り
（
ひ
ま

わ
り
組
）」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

短
時
間
の
就
労
や
保
護
者
の
習

い
ご
と
、買
い
物
、冠
婚
葬
祭
の
と

き
や
、
幼
稚
園
に
通
う
子
ど
も
が

い
る
家
庭
の
夏
季
・
冬
季
の
休
み

の
と
き
な
ど
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
、
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
登
録
は
年
に
１

22
年
度
幼
稚
園

就
園
補
助
金

　

市
は
、
幼
児
教
育
の
振
興
と
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

私
立
幼
稚
園
児
に
対
し
、
私
立
幼

稚
園
等
就
園
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
22
年
度
か
ら
、「
第
２

次
交
野
市
財
政
健
全
化
計
画
」
に

よ
り
、
交
野
市
外
の
私
立
幼
稚
園

に
通
園
の
場
合
は
、
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

子
育
て
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子
育
て

子
育
て

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

第
２
〜
４
期
予
防
接
種

　

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者
に
は
４
月
に
個
別
通
知
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け
て

い
な
い
人
は
ぜ
ひ
接
種
を
し
て
く

だ
さ
い
。
接
種
期
限
（
23
年
３
月

28
日
）を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種（
有

料
、約
１
万
円
）に
な
り
ま
す
。

対 　

象　

次
の
期
間
に
生
ま
れ
た

人
▽ 

第
２
期
＝
16
年
４
月
２
日
〜
17

年
４
月
１
日

▽ 

第
３
期
＝
９
年
４
月
２
日
〜
10

年
４
月
１
日

▽ 

第
４
期
＝
４
年
４
月
２
日
〜
５

年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健　

康

健　

康

パ
パ
マ
マ
☆

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室

と
き
・
内
容

① 

８
月
４
日
（
水
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
知
っ
て
得

す
る
情
報

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
食
事

② 

８
月
11
日
（
水
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽
妊
娠
中
の
歯
の
教
室

▽ 

産
前
・
産
後
の
身
体
の
変
化
・

ケ
ア
に
つ
い
て

③ 

８
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午
〈
予
約
制
、
７
月
５

日（
月
）か
ら
受
け
付
け
〉

▽ 

パ
パ
も
一
緒
に
も
く
浴
・
妊
婦

体
験

※ 

祖
父
母
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、「
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の

た
め
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
〜
と
こ

と
ん
利
用
で
す
こ
や
か
親
子

〜
」、
子
育
て
マ
ッ
プ
、
母
子
保

健
テ
キ
ス
ト

※ 

母
子
保
健
テ
キ
ス
ト
が
な
い
人

に
は
４
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

※ 

②
に
参
加
す
る
人
は
、
透
明
コ

ッ
プ
、
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
代

１
０
０
円
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

子
育
て
講
演
会

　

小
さ
い
う
ち
か
ら
の
性
教
育
は

子
ど
も
が
自
分
を
大
切
に
思
う
気

持
ち
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

と 　

き　

８
月
７
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 
ー
マ　
「
親
子
で
学
ぶ
！
３
歳

か
ら
の〝
か
ら
だ
の
は
な
し
〞」

内 　

容　

幼
児
向
け
の
模
擬
授
業

と
保
護
者
向
け
の
講
演
（
講
演

中
は
保
育
が
あ
り
ま
す
）

対 

象
・
定
員　

３
歳
ご
ろ
〜
就
学

前
の
子
ど
も
と
保
護
者
25
組

※ 

大
人
の
み
の
参
加（
15
人
ま
で
）

も
で
き
ま
す
。

参
加
費　

無
料

講　

師　

徳
永
桂
子
さ
ん

問 

い
合
わ
せ　

７
月
８
日
（
木
）

か
ら
健
康
増
進
課

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳

の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

お
お
む
ね
生
後
３
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

※ 

参
加
は
１
年
に
１
人
１
回
で

す
。

定　

員　

15
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

ル
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

８
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室

　

無
理
な
く
、〝
自
分
な
り
〞
の
母

乳
育
児
の
仕
方
を
、
赤
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

８
月
４
日
（
水
）
午
前

９
時
20
分
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

８
月
３
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

子育て子育て

　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 ミルキィベビ－教室
　 子育て講演会
　 パパママ☆マタニティー教室
健　康健　康

　 MR予防接種
　 星のまち歩く歩くDAY
　 からだスッキリ！ステーション
　 シェイプアップ 22
　 頭と身体の元気度知ろう会
　 保健所だより
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と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患
（
難
病
）
相
談
（
予
約

制
）

と　

き　

随
時

■
犬
の
引
き
取
り（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
※
要
印
鑑
、要
事
前
相
談

■ 

飲
料
水
（
井
戸
水
）
の
検
査
（
有

料
）

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

■
検　

便

と
き
・
内
容

①
毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
な
ど
）（
有
料
、予
約
制
）

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
） 

保
健
所
だ
よ
り

（
７
月
分
）

■
肝
炎
検
査（
無
料
・
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■ 

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査

（
有
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と
き
・
内
容

▽ 

８
月
５
日
（
木
）
＝
頭
の
元
気

度（
も
の
忘
れ
）測
定

▽ 

８
月
19
日
（
木
）
＝
身
体
の
元

気
度（
体
力
）測
定

※ 

２
日
参
加
が
基
本
で
す
が
、
１

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時 　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対 　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

市
民

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

１
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課 

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
22

　　

夏
バ
テ
し
な
い
健
康
的
で
す
っ

き
り
し
た
体
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
26
日
（
月
）
午
後

１
時
15
分
〜
３
時
50
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

体
重
な
ど
の
計
測
、
メ

タ
ボ
の
基
礎
知
識
・
改
善
の
コ

ツ
の
話
、な
が
ら
体
操

対 　

象　

お
な
か
ま
わ
り
が
気
に

な
る
人
、血
圧
、血
糖
値
、脂
質

を
改
善
し
た
い
人

定　

員　

先
着
35
人

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

１
日（
木
）
〜
20
日（
火
）に
健

康
増
進
課 

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

１
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

７
月
は
「
水
分
補
給
」
と
題
し

て
、
体
に
い
い
旬
の
話
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

と 　

き　

７
月
26
日
（
月
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

計
測
で
体
チ
ェ
ッ
ク
、

体
に
い
い
話
、体
操

対 　

象　

血
圧
・
血
糖
値
・
脂
質

な
ど
の
値
が
気
に
な
る
人
、
健

康
の
た
め
に
何
か
始
め
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
、
良
い
生
活
習

慣
の
継
続
が
難
し
い
人

定　

員　

先
着
35
人

※ 

申
込
多
数
の
場
合
は
、２
部（
午

前
10
時
45
分
〜
）
を
案
内
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

　

自
分
の
元
気
度
を
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

星
の
ま
ち

歩
く
歩
く
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

健
康
の
た
め
、
交
野
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

７
月
16
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
〈
小
雨

決
行
〉

集 　

合　

午
前
９
時
30
分
に
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前

コ 

ー
ス　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

－

須
彌
寺

－

住
吉
神
社

－

山

添
家

－

交
野
高
校

－

ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
興
味

が
あ
る
人

※ 

自
分
の
体
力
、
体
調
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
上
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い

人
は
、
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

服 　

装　

歩
き
や
す
い
服
装
、靴
、

帽
子

持 

ち
物　

健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、雨
具
な
ど

※ 

健
康
手
帳
が
な
い
人
に
は
、
当

日
お
渡
し
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 
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22.07.01 (26)

医療情報地図
　

６
月
初
旬
に
各
家
庭
に
お
配

り
い
た
し
ま
し
た
「
交
野
市
暮

ら
し
の
便
利
帳
」
に
、「
医
療
機

関
ガ
イ
ド
」
と
し
て
、
病
院
・

医
院
な
ど
を
案
内
い
た
し
ま
し

た
が
、
一
部
の
病
院
・
医
院
等

の
み
の
表
記
と
な
る
不
備
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
改
め
て
、
交
野
市
の

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤

師
会
に
加
入
し
て
い
る
病
院
・

医
院
、
歯
科
医
院
、
薬
局
な
ど

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

協 　

力

▽
交
野
市
医
師
会

▽
交
野
市
歯
科
医
師
会

▽
交
野
市
薬
剤
師
会

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
広
聴

広
報
担
当
（
℡  
８
９
２
・
０

１
２
１
）

名　　称 電話番号
1 ※休診中
2 高田医院〈内・児・胃〉 891・0631
3 福森医院〈耳〉 891・4880
4 あおいクリニック〈整・リハ〉 891・3914
5 （医）仁久会　藤原産婦人科〈産〉 892・0341
6 高石皮フ科〈皮〉 892・1277
7 （医）松木整形外科〈整・外・リハ〉 891・8400

8 （医）桜恵会　さくらクリニック〈心・精・神・リハ〉 891・5513

9 （医）野村医院〈内・循・消〉 891・6100
10 三宅医院〈内・外・整・リハ〉 893・0108
11（福）美郷会　美来診療所〈内〉 810・8670
12 白井皮フ科医院〈皮〉 893・5695

13（医）信愛会　交野病院〈内・児・外・整・脳・皮・泌・リハ・眼・放〉 891・0331

14（医）茂樹会　田中診療所〈内・児・リハ〉 893・8811
15 宝田クリニック〈外・脳・内〉 891・3337
16（医）山添医院〈内・児〉 891・1025
17 大成整形外科〈整・リハ・リウ〉 892・6280
18（医）星和会　星野眼科〈眼〉 892・2020
19 みやそう耳鼻咽喉科〈耳〉 893・3876

20
梅垣麻酔科クリニック〈麻〉 810・5551
すえもりクリニック〈泌・皮〉 891・6351

21（医）松吉医院〈内・外〉 892・7700
22（医）寺嶋塚田こどもクリニック〈児・内・ア〉893・3141
23（医）いかい耳鼻咽喉科〈耳〉 810・8711

名　　称 電話番号

23

藤原皮フ科〈皮・形・ア〉 894・4112
（医）和音会　ひびき眼科クリニック〈眼〉 810・5533
（医）長尾会　ながお心療内科〈心・精〉 810・2562
よしだレディースクリニック〈産・麻〉 892・0230
大山医院〈内・循・消〉 810・2553

24 山本整形外科〈整・リハ・リウ〉 894・0102
25（医）多々内科クリニック〈内・消・循〉 895・2250
26 交野市立休日急病診療所〈内・児・歯〉 891・8124
27（医）後藤医院〈内・児・皮〉 892・9500
28（医）はと産婦人科〈産〉 891・4103
29（福）豊年福祉会天の川診療所〈内〉 894・3029
30 西本内科医院〈内・消・呼〉 810・8522

31（医）和敬会　星田南病院〈内・児・消・循・耳・放・ア・リハ〉 891・3500

32 大景医院〈内・児〉 892・0467
33 中村クリニック〈泌・内・皮〉 892・0455
34 尼子医院〈内・児〉 891・2050
35（医）渡辺内科クリニック〈内・胃〉 892・0010
36 小菓医院〈内・循・児〉 891・2006
37 前谷クリニック〈整・リハ・リウ〉 895・2990
38（医）美星会　小林診療所〈内・呼・ア〉 893・8484
39 げん眼科〈眼〉 892・4114
40 西井医院〈内・児〉 891・2213
41 明石クリニック〈外・整〉 892・7137
42（福）豊年福祉会診療所〈内〉 891・2029
43（医）孝清会　清田医院〈内・児・消・呼・循〉893・7351

診療科目： 内＝内科、児＝小児科、胃＝胃腸科、耳＝耳鼻咽喉科、整＝整形外科、外＝外科、リハ＝リハビリテーション科、
産＝産婦人科、心＝心療内科、精＝精神科、神＝神経科、循＝循環器科、消＝消化器科、皮＝皮膚科、脳＝脳神経
外科、泌＝泌尿器科、眼＝眼科、放＝放射線科、リウ＝リウマチ科、麻＝麻酔科、ア＝アレルギー科、形＝形成外
科、呼＝呼吸器科、歯＝歯科

※表中の番号は、地図上の番号と対応しています。〈　〉内は、診療科目の略称です。

病院・医院など

※「交野市暮らしの便利帳」と合わせて保存してください。
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22.07.01 (28)

名　　称 電話番号
1 いけだ歯科クリニック 892・8282
2 石塚歯科医院 891・4688
3 いたがき歯科 892・9138
4 牛嶋歯科医院 893・8101
5 太田歯科医院 891・6230
6 おかの歯科クリニック 810・7177
7 奥田歯科医院（星田） 892・1212
8 奥田歯科医院（私部） 893・8070
9 梶歯科医院 891・8041
10 亀井歯科医院 893・2855
11 ガモウ歯科医院 891・8906
12 河津歯科医院 892・1225

名　　称 電話番号
13 楠元歯科医院 810・5588
14 雲川歯科医院 891・7222
15 雲川デンタルクリニック 893・1551
16 クレモト歯科診療所 893・0018
17 後藤歯科医院 891・0019
18 小山歯科医院 893・7731
19 さじま歯科医院 810・0777
20 さかた歯科医院 892・8148
21 すなみ歯科医院 893・4833
22 角田歯科医院 892・2016
23 竹内歯科医院 891・7477
24 てらうち歯科 892・4182

名　　称 電話番号
25 徳田歯科医院 891・6378
26 中西歯科 892・8745
27 なかの歯科医院 893・8861
28 原歯科医院（倉治）891・4896
29 原歯科医院（森南）891・6429
30 平沼歯科医院 892・0069
31 牧歯科医院 891・5830
32 望月歯科 893・8087
33 森川歯科医院 893・1890
34 もりよし歯科医院 810・5555
35 横井歯科医院 892・2510

「国土地理院の数値地図25000（空間データ基盤）を掲載」
地図提供　ヤフー株式会社

歯科医院

16

35

21

22

1

7

33

6

3

27

2913

19

12

2

4

1517

5

32 18

8

23 14

9

20

10

24

34

31

11

25

26
28

30

※表中の番号は、地図上の番号と対応しています。
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(29)22.07.01

「国土地理院の数値地図25000（空間データ基盤）を掲載」
地図提供　ヤフー株式会社

名　　称 電話番号
1 アカカベ交野薬局 895・2992
2 天野が原薬局 891・7576
3 池田薬局 891・2068
4 磐船阪神薬局 810・5122
5 アピス薬局　星田店 810・2551
6 エモン調剤薬局 893・1567
7 カジタ薬局 892・8908
8 交野ファミリー薬局 893・0587
9 ㈱カタノ薬局 891・0034
10 かるがも薬局磐船店 810・6050
11 サンプラザ調剤薬局 892・8221
12 サンプラザ調剤薬局郡津店 891・2931

名　　称 電話番号
13 星のまち薬局 895・5005
14 みさき西薬局 810・8070
15 みさき薬局 893・7510
16 レインボー薬局 895・6002
17 レインボー薬局（森南） 895・5900
18 わかい薬局 893・1843
19 ビーグル薬局交野市駅店 800・6666
20 おりひめ薬局 895・5877
21 サンプラザ薬局　交野 892・0130
22 たなばた薬局 892・2121
23 アカカベ薬局　私部店 895・0930
24 はたけなか薬局 810・8676

薬局

5

3

14 7

15

6

16

17

410

9 24

1

8

13

19

23

2

21
20

18

12

22

11

※表中の番号は、地図上の番号と対応しています。

2010-07-01出力用.indd   29 2010/06/29   10:52:50
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歴史の足跡をたどって
　5月 19 日（水）、市民教養講座「交野山麓・山の
根の道を辿る」が、市民ら約 85 人が参加して行わ
れました。
　津田駅から出発した参加者は、地蔵池や蟹川の
泉、夜泣き岩、神宮寺遺跡、星田寺の十一面観音など
の史跡を巡りました。
　特に倉治の山中にある旧交野中学校のプール跡
（写真）では、緑が生い茂り、時の流れを感じさせる
その光景に見入っていました。

あ る ば む

第１回おりひめフェスティバル
　5月 16 日（日）、いきいきランド
交野で、フラダンスの愛好家で結成
された「おりひめフラガールズ」が
中心となり、第 1回おりひめフェス
ティバルが開催され、大勢の市民ら
が参加しました。

待ちに待ったプール開き
　6月 10日（木）、長宝寺小学校でプール開きが行
われ、1年生の児童らが初めての水泳の授業を受け
ました。
　児童らは、準備体操をしっかりと行い、シャワー
を浴びてプールへ。当日は気温も高く、少し冷たい
水はとても気持ちよさそうで、子どもたちは水の中
を歩いたり、おもちゃ拾いをしたりと楽しんでいま
した。

　正面の階段ステージでは、各団体がフラダンスや
ウクレレなどを披露して、観客を楽しませました。
　また、遊歩道では、交野近郊の商店などが、ハワイ
の服やアクセサリー、さといもコロッケや焼きそば
などのお店を開き、また、市民によるフリーマーケッ
トも開かれ、にぎわいました。
　参加した人は、「来年もまた来たいなあ」と言って
いました。
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(31)22.07.01

目ざせ未来の大横綱
　5月 16日（日）、交野武道館前相撲場で、第 54回
交野市長杯・わんぱく相撲大会が行われました。
　今大会は昨年よりさらに参加者が増え、市内各地
から集まった総勢 80人余りのわんぱく力士が、闘
志を燃やしました。
　まわしをしっかりと締め、全力で相手にぶつかっ
ていく子どもらの姿に、応援に来ている観衆から、
大きな声援が上がっていました。

賞

に

にに

植物園でのさわやかなひととき
　5月 30日（日）、大阪市立大学理学部附属植物園
で、「風薫る緑の中へ」と題して、私市植物園ファン
クラブの集いが開かれました。
　同園新園長の飯野教授を迎えてのディスカッシ
ョンや、丸田恵都子さんのアルパ（パラグアイハー
プ）演奏などの催しが、来園者にも広く公開され、観
客は、木漏れ日の下でさわやかなひとときを過ごし
ました。

かるたで知ろう交野の歴史
　5月 28日（金）、第 1回かるた歴史ウオークが開
かれ、参加者 30 人が、歴史解説ボランティアの平
田政信さんとともに歴史散策に出かけました。
　このイベントは、交野市古文化同好会が発刊して
いる交野郷土史かるたの内容に沿い、交野の歴史的
名所を巡るもので、今回は、神宮寺、源氏の滝、機物
神社などの歴史を学びました。
　参加者は、「交野の歴史が知られて良かった。次回
もぜひ参加したい」と話していました。

木綿のハンカチを贈る
　5月 19日（水）、教育文化会館で、河内木綿の機織
り教室生から、和わた栽培に協力してくれた星田山
手地区のボランティアに、感謝の気持ちを込めて、
教室生が作成した手紡ぎ、手織りのハンカチ「木綿
ことはじめ」が贈られました。
　この機織り教室は、交野の綿作りや木綿織りを後
世へ伝える和わたプロジェクトで始まった教室で、
今回贈ったハンカチは、教室の 1年の集大成となる
作品です。また、今回の贈呈以外にも、市内各地の協
力者にも手織りのハンカチが贈られました。

2010-07-01出力用.indd   31 2010/06/29   10:52:54



　

私
市
の
磐
船
神
社
に
は
、高
さ
、

幅
と
も
12
㍍
以
上
も
あ
る
巨
岩
が

あ
り
、
神
社
の
ご
神
体
と
し
て
祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
巨
岩
は
、
加
藤
清
正
が
大

阪
城
の
石
垣
に
利
用
し
よ
う
と
し

た
が
、
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
断
念

し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

土

番
外
編

其
之
一

　

交
野
郷
土
史
か
る
た
を
地
区
別
に
紹
介
す
る
「
か
る
た
郷
土
史
め
く

り
」。第
4
回
は
、
番
外
編
と
し
て
地
域
で
は
な
く
、
山
に
関
す
る
札
を

紹
介
し
ま
す
。

　

交
野
市
の
約
半
分
を
占
め
る
山
地
は
東
部
か
ら
南
部
に
屏び
ょ
う
ぶ風
の
よ
う

に
広
が
り
、
緑
豊
か
で
市
民
の
安
ら
ぎ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
山
地

は
奇
岩
巨
岩
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
題
材
に
し
た
数
々
の
神
話
や
伝
説
が

生
ま
れ
、ま
た
修
験
道
の
行
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 史

め

く

り

郷

な
く
、
そ
の
息
子
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ご
神
体
を
運
ぼ
う

と
し
た
の
は
、秀
吉
の
時
代
よ
り
、

少
し
後
の
時
代
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

現
在
の
大
阪
城
の
石
垣
も
秀
吉

時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
徳
川
家

康
が
大
坂
夏
の
陣
よ
り
後
に
諸
国

　

し
か
し
、
近
年
こ
の
巨
岩
の

て
っ
ぺ
ん
に
、
左
の
拓
本
の
よ
う

に
、
加か
と
う
ひ
ご
の
か
み

藤
肥
後
守
と
石
工
の
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
加
藤
肥
後
守

は
、
秀
吉
の
忠
臣
加
藤
清
正
で
は

ま
で
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
石
に
名
前
を

刻
む
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
大
阪
城
の
石
垣
に
加

工
さ
れ
な
が
ら
使
わ
れ
な
か
っ
た

石
を
残
念
石
と
呼
び
ま
す
。

　

現
在
、
毎
年
９
月
15
日
に
京
都

の
石
清
水
八
幡
宮
で
行
わ
れ
て
い

る
石
清
水
祭
は
、
も
と
も
と
放
生

会
と
よ
ば
れ
、
平
安
時
代
初
期
に

始
ま
り
、中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、

１
１
０
０
年
以
上
も
の
歴
史
の
あ

る
お
祭
り
で
す
。

　

放
生
と
は
、
鳥
や
魚
な
ど
生
き

た
も
の
を
放
つ
行
事
の
こ
と
で
、

の
大
名
か
ら
石
を

取
り
寄
せ
、
築
造

し
た
も
の
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

加
藤
肥
後
守
に

し
て
も
、
大
阪
城

日
ご
ろ
人
間
が
生
き
て
い
く
上

で
、
殺
生
し
て
い
る
も
の
に
対
す

る
供
養
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

八は
ち
ま
ん
お
お
か
み

幡
大
神
は
種
々
の
霊
を
慰
め

る
た
め
、
こ
の
日
に
石
清
水
八
幡

宮
の
本
殿
か
ら
神み

こ
し輿

に
乗
っ
て

山
麓
の
頓と
ん
ぐ
う宮
へ
移
り
、
放
ほ
う
じ
ょ
う
が
わ

生
川
で

放
生
を
行
っ
た
後
に
、
本
殿
へ
と

戻
っ
て
い
き
ま
す
。

　

神
の
移
動
は
真
夜
中
に
行
わ

れ
、
松た
い
ま
つ明
や
提
ち
ょ
う
ち
ん
灯
の
明
り
に
照
ら

さ
れ
た
3
基
の
神
輿
と
古
式
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
た
５
０
０
人
も
の

供
を
従
え
て
ゆ
っ
く
り
と
移
動
す

る
神し

ん
こ
う幸

行
列
は
、
な
ん
と
も
幻
想

か
る
た

加藤肥後守拓本
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お知らせ

と
す
る
話
や
、
神じ

ん
ぐ
う功

皇
后
が
、
休

憩
時
に
食
事
を
し
た
梅
干
し
の
種

が
成
長
し
た
木
で
あ
る
と
い
っ
た

話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
お
話
は

伝
説
で
す
が
、
現
在
も
何
代
目
か

に
あ
た
る
御
前
払
の
梅
の
木
が
新

た
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
旗
池
は
、
交
野
山
の
北
の
谷

を
せ
き
止
め
、
湧
水
を
蓄
え
て

造
っ
た
池
で
、
市
内
で
3
番
目
の

大
き
さ
を
誇
り
、
オ
シ
ド
リ
の
飛

来
し
て
く
る
池
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
ふ
も
と
に
あ
る
倉

治
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て
生
活
し

て
い
く
上
で
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
水
源
地
で
し
た
。

的
で
雅
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
行
列
に
は
、
石
清
水
八

幡
宮
に
縁
の
あ
る
人
々
が
参

加
し
て
き
ま
し
た
が
、
交
野
で

は
、
今
で
も
な
お
、
私
市
地
区
と

森
地
区
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

御み
さ
き
ば
ら
い
じ
に
ん

前
払
神
人
、
火か
ち
ょ
う
じ
に
ん

長
神
人
と
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
御
前
払
で
あ
る
私

市
地
区
の
神
人
は
、
梅
の
ず
あ
い

（
新
芽
の
出
た
梅
の
枝
）
を
持
っ

て
、
神
輿
の
前
の
道
払
い
を
す
る

た
め
、
磐
船
街
道
沿
い
の
「
梅
の

木
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
あ
る
梅

の
木
を
切
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
梅
の
木
は
、
宇
佐
八
幡
宮

か
ら
八
幡
へ
八
幡
大
神
を
勧
請
す

る
時
に
、
道
中
の
杖
に
梅
の
枝
を

使
い
、
そ
れ
を
地
面
に
突
き
刺
す

と
、
芽
が
吹
き
出
し
た
木
で
あ
る

　

か
る
た
の
読
み
札
の
免
除
と

は
、免
除
川
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
川
は
、
源
氏
の
滝
か
ら
機

物
神
社
の
南
を
通
り
、
郡
津
地
区

と
私
部
地
区
の
間
を
流
れ
、
さ
ら

に
長
宝
寺
小
学
校
の
南
側
か
ら
松

塚
地
区
を
抜
け
て
、
天
野
川
へ
と

注
い
で
い
ま
す
。

　

免
除
川
は
、
も
と
も
と
機
物
神

社
か
ら
倉
治
の
集
落
に
向
け
て
流

れ
て
い
た
と
い
い
、
た
び
重
な
る

土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
付
け
替

え
ら
れ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
の
有
池
遺
跡
や
倉
治
遺
跡

の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
古
墳
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
旧
河
道
の
跡
や
集

落
跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
中
世

に
は
灌か
ん
が
い漑

シ
ス
テ
ム
を
完
備
し
た

水
田
域
と
溝
で
区
画
さ
れ
た
屋
敷

地
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

扇
状
地
特
有
の
自
然
災
害
と
戦

い
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
い
た

人
々
の
苦
労
が
偲し
の
ば
れ
ま
す
。

　

生
駒
山
脈
の
北
方
の
峰
に
あ
た

　ご好評をいただいており
ます「かるた歴史ウオーク」

は、８月はお
休みします。

る
交
野
の
山
並
み
は
、
な
だ
ら
か

で
優
し
い
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
山
の
稜
線
が
三
角
に

尖
っ
た
交
野
山
は
、
そ
の
山
頂
に

遠
く
か
ら
で
も
確
認
で
き
る
、
全

高
約
15
㍍
も
あ
る
巨
岩
が
あ
り
、

交
野
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
山
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

山
頂
の
岩
は
、
観
音
岩
と
呼
ば

れ
、
岩
の
表
面
に
は
聖
観
音
を
表

す「　

 

（
サ
）」の
梵
字
が
刻
ま
れ
、

昔
か
ら
人
々
の
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

梵
字
の
下
、
地
表
面
に
近
い
と

こ
ろ
に
は
、「
寛
文
六
丙
午
年
吉
祥

日
／
京
都
猪
熊
荒
神
三
寶
寺
／
法

印
實
傳
﹂
と
銘
文
が
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

あ
ん
な
大
き
な
岩
が
ど
う
し
て

山
頂
に
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
不
思

議
に
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

約
8
千
万
年
前
に
、
激
し
い
火

山
活
動
な
ど
の
地
殻
変
動
に
よ

り
、
交
野
山
地
の
核
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
こ
50
万
年
の
間
に

隆
起
や
沈
降
の
地
殻
変
動
が
最
も

激
し
く
な
り
、
こ
の
間
に
交
野
山

は
急
速
に
隆
起
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

山
頂
の
巨
岩
は
、
こ
の
よ
う
に

断
層
で
せ
り
上
が
っ
た
山
頂
部

が
、
長
い
年
月
の
間
に
浸
食
作
用

を
受
け
、
花
崗
岩
の
う
ち
、
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く弱

な
部
分
が
風
化
し
て
崩
れ
去
り
、

硬
い
岩
が
残
っ
て
出
来
上
が
っ
た

も
の
な
の
で
す
。

観音岩

御前払神人

ｚ
ｚｚ
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を
業
者
が
立
証
す
べ
き
で
す
。

ま
た
電
話
勧
誘
販
売
の
場
合
、

い
っ
た
ん
断
っ
た
者
に
再
勧
誘

す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

頼
ん
で
い
な

い
の
に
、
冷
凍
の

カ
ニ
や
昆
布
な
ど
の
商
品
を
送

る
と
業
者
か
ら
一
方
的
に
電
話

が
あ
っ
た
と
の
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
「
売
り
ま
す
」、「
買
い
ま
す
」

は
原
則
口
頭
で
契
約
成
立
で

す
。し
か
し
こ
の
ケ
ー
ス
で
は

そ
の
や
り
と
り
が
な
く
契
約
が

成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
業

者
か
ら
の
電
話
で
契
約
し
た
場

合
は
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
契

約
解
除
）
で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

万
一
商
品
が
送
り
つ
け
ら
れ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
当
コ
ー

ナ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

ぼくんちのテディベア騒動
　クリス・ダレーシー　徳間書店
もねちゃんのたからもの
　たかおゆうこ　徳間書店
すいかくんがね・・
　とよたかずひこ　童心社
こぐまくん、ないしょだよ
　ふくだじゅんこ　大日本図書
たまごのなかにいるのはだあれ？
　ミア・ポサダ　福音館書店
ぼくとリンダと庭の船
　ユルゲン・バンシェルス　偕成社
おっとっと
　木坂涼　講談社
ノマはちいさなはつめいか
　ヒョンドク　講談社

影法師
　百田尚樹　講談社
参議院とは何か
　竹中治堅　中央公論新社
突然死の話
　沖重薫　中央公論新社
岩崎彌太郎
　伊井直行　講談社
歴史から壊れていく日本
　渡部昇一　徳間書店
鬼九郎狐月剣
　高橋克彦　新潮社
叩かれる父
　勝目梓　光文社
官邸敗北
　長谷川幸洋　講談社

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係員
にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

「天人女房」
稲田和子　再話
太田大八　絵　
福音館書店

　若い牛飼い
の男が、水浴び
をしている天
人の美しさに
羽衣を隠して
しまう。羽衣を隠された天人は天に
戻れず、牛飼いと夫婦になり、子ど
もも生まれて幸せに暮らす。ある日、
子どもが歌う子守歌で羽衣のありか
がわかり、天人は羽衣をまとって子
どもと共に天へ戻る。しかし、苦心
して愛

いと

しい家族のもとへ駆けつけた
牛飼いに、天の父神はさまざまな試
練を与える。
　七夕祭りの由来といわれる「天人
女房」は、「羽衣伝説」や「七夕伝説」
として国内で有名ですが、中国をは
じめ、アジアやヨーロッパなど世界
各国に類似した昔話があります。
　星空が舞台になるスケールの大き
なお話の中に、農耕、婚姻風習、民俗
性が描きだされ、人間の生活は古代
から現代までつながっているのだと
感じさせてくれます。単純ながら、
奥深い内容を色彩豊かな絵が引き立
てています。

昔話特集

消費者相談
～注文していない昆布～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

北
海
道
の
業
者
か
ら

突
然
電
話
が
あ
り
、「
昆

布
の
お
届
け
は
い
つ
に
し
ま
す

か
」と
聞
か
れ
ま
し
た
。「
頼
ん
で

い
ま
せ
ん
」
と
断
り
ま
し
た
が
、

注
文
を
受
け
た
と
業
者
が
言
い

張
り
、口
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
ず
は
業
者
名
や

住
所
、
電
話
番
号
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の

う
え
で「
注
文
し
て
い
な
い
し
、

今
後
も
注
文
し
ま
せ
ん
。今
後

一
切
の
勧
誘
を
お
断
り
し
ま

す
」
と
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

う
。

　

注
文
し
た
、
し
な
い
で
も
め

る
場
合
、
注
文
を
受
け
た
こ
と

ＱＡ

助
言

？
？

？
昆
布
の
お
届
け
は

い
つ
に
し
ま
す
か
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡  
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡   892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡   892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　第 1・3水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡   892・0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
夜間法律相談（弁護士、予約制）
　22日（木）18時～ 21時、市役所別館、定員6人
【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌日）
の9時30分から電話で市長公室（℡  892・0121）】
登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　14日（水）13時～ 15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　10日（土）13時30分～ 16時、郡津図書館
　16日（金）13時30分～ 16時、市役所別館
相続・遺言相談(行政書士)　
　28日(水)13時～15時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　27日（火）13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 9時 30分～ 17時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員、要電話連絡）
　平日15時～17時、市役所本館2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）
電話相談・来所相談（要予約）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5　青年の家横　℡   810・8270）

▽  9 時～ 17 時、星田地域子育て支援センター（星田 3－ 10

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1・2水曜日、（精神）第3水曜日、
第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
障がい者相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
地域活動支援センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
高 齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士、福祉のなんでも相談
窓口〈コミュニティソーシャルワーカー）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター
※ 問い合わせ　地域包括支援センター（℡   893・6426）、社
会福祉協議会（℡   895・1185）

でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 7日（水）14時～16時30分、市役所別館2階、相談室、定員3人。
予約は電話で市長公室人権政策担当（℡   892・0121）
人権擁護委員による相談
　15日（木）14時～16時、市役所本館2階
人権なんでも相談（人権相談員）
　月・水・金曜日 10時～正午、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）

－ 8星田保育園内　℡   860・7193）
育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

７月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・粗大ごみ予約受付センター（℡   891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後 4時）　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 7日（水）14日（水）21日（水）28日（水 )

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田西・
南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌な
ど

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚・
私部 4丁目
一部

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉
治・東倉
治・神宮
寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

7 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。
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  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。

▽ 郡津の立花日吉さんから 80
円切手 220枚
▽  松塚の岡本功さんから3万円

行われました。上位の成績は次
のとおり。
①私部チーム
②梅が枝チーム

平成 22年春季会長杯剣道大会
　5月 5日（水）、約 80 人が参
加して行われました。上位の成
績は次のとおり。敬称略。

▽初心者の部
①山田悠太
②藤田桃子

▽小学生低学年の部
①小川優介
②中道大智

▽小学生高学年の部
①泉勇人
②猫島彩加

▽中学生男子の部
①西野正氣
②田崎恵太

▽中学生女子の部
①高橋直子
②中道朱音

▽高校、一般二段以下の部

①平山竜彬
②寺地拓実

▽高校、一般三四五段の部
①森おさむ
②田村真克

▽小学生団体の部
① 妙剣クラブ剣志
会、旭剣友会合
同チーム（A）

② 妙剣クラブ剣志
会、旭剣友会合
同チーム（B）

▽中学生団体の部
①妙剣クラブ剣志会
②交野市少年剣友会
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市駅集合。月の輪の滝－睡蓮池
－くろんど池展望台－くろんど
池－八つ橋－上部水道タンク－
河内森。一般向け 10㌔。小雨決
行。参加費 100 円。［問］鶴園さ
ん（℡  891・6002）

第13回交野市長杯グラウンド・ゴルフ大会
　5月 19 日（水）、私部公園グ
ラウンドで、181 人が参加し
て行われました。上位の成績は
次のとおり。敬称略。

▽男子の部
①江良和夫
②草刈仁

▽女子の部
①山口暁子
②武田タキ子

第48回市長杯ゲートボール大会
　5月 20 日（木）、天の川緑地
公園で、14 チームが参加して

  大会結果　●●●
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  ハイキング●●●

  会員募集　●●●

まいぷれまつりフリマ出展募集
9 月 23 日（祝）、淀川河川公
園枚方地区。模擬店、ライブ、子
ども遊具など楽しいイベント。
フリマ 200 店、出店料 2,000
円、応募締め切り 7 月 31 日 (
土 ) 必着。詳細はインターネッ
トの織姫ネットで。［問］北大阪
商工会議所（℡  894・0104）

ピーターぱんクラブ
月１回、ゆうゆうセンター。
食育インストラクター・製パ
ン技能師・調理師の山田和子
さんの指導で、栄養学、人間
学を学びながらのパン、菓子、
調理作り。入会金 2,000 円、
会費 3,000 円。［問］横山さん
（℡  090・3999・5973）

ぴよぴよクラブ♪親子リトミック
　毎月火・木曜日、青年の家。
水曜日、いきいきランド。金曜
日、ゆうゆうセンター。いずれ
も午前。大人気サークル、音感
遊び。対象は 10 か月～ 4 歳。
講師はバレエ協会ピアニスト。
入 会 金 1,000 円。会 費 800
円。体験無料。［問］橋本さん
（℡  893・6563　e-mail:ryo_
jun@k.vodafone.ne.jp）

交野テニス協会　
平日午前中、土
日は終日、私部公
園テニスコート。
硬式テニスクラ
ブです。あなたの
時間にテニスが
できます。いつでも来てくださ
い。対象は市内在住在勤在学で
中学生以上。入会金 1,000 円、
年会費 1万 2,000 円。［問］山田
さん（℡  ・℻   892・9235）

ゆかた着付け（無料）講習会
　7月 6日（火）武道館 2階専
修室、7日（水）幾野南集会所（幾

京都北、神明峠－地蔵山－竜ヶ岳
　7月 3日（土）
午前 7時 30 分、
JR大阪駅集合。
コースは JR 京
都駅－山陰線保
津峡駅－神明峠
－地蔵山－竜ヶ
岳－愛宕山－壁
岩－保津峡駅。雨天中止。交通費
約 2,000円、参加費 300円。要
電話申し込み。［申・問］岩本さん
（℡  892・0167）

春日局の黒井
　7月 24 日（土）午前 7時 50
分、河内磐船駅集合。尼崎－篠
山口－黒井ー春日町役場－興禅
寺－黒井城跡－兵主神社－黒井
川土手。青春 18キップ使用。一
般向け 8㌔。小雨決行。参加費
200 円、交通費 2,300 円。［問］
鶴園さん（℡  891・6002）

くろんど池
　8 月 7 日（土）午前 9 時、私

午前 10 時～
正午、武道館
2 階。夏祭り
に向け、自分
でゆかたを着
て帯結びがで
きるように
なりませんか。持ち物は浴衣、
半巾帯、腰ひも 2本。費用 1回
500 円。［申・問］直接会場か、
岡田さん（℡  891・8953）

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日午前 10 時～正
午、青年の家 302 号室。童謡唱
歌などを楽しくうたっていま
す。男女を問わず、ぜひ一度見
学にお越しください。指導は野
田房子さん。入会金 1,000 円、
月会費 3,000 円。［問］竹本さん
（℡  891・5265）

野 2丁目）。いずれも午前 10時
～正午。自分で着付けして夏祭
りに出かけませんか。1回で習
得できますが両会場参加も可能
です。持ち物浴衣、半巾帯。［申・
問］根本さん (℡  891・5073)

社交ダンス　すずらん会
　毎週木曜日、交野会館(郡津駅
前 )。初級午前9時 30分～、中
級午前10時 30分～正午。楽し
く練習しています。初めての人で
も大丈夫です。この機会にぜひ
どうぞ。入会金2,000円、月会費
4,000円（会場費込）。［問］古田さ
ん（℡  090・1588・9062）か、中
さん（℡  090・5468・6938）

バウンドテニス（星の森）
　毎週土曜日午前 10 時～正
午、いきいきランド交野。初め
ての人でも大丈夫です。楽しみ
ながら気持ちのいい汗を流し
ましょう。見学・体験いつでも
大歓迎です。入会金 1,200 円、
月会費 1,200 円。［問］上垣さん
（℡  893・0270）か、光井さん
（℡  891・3551）

女性のための合気道　夢玄会
　毎週日曜日午後 1時～ 2 時
30 分、ゆうゆうセンター運動
療法室。体力アップ、護身術と
してあなたもぜひ。少人数の
楽しい道場で、見学・体験も
できます。入会金 3,000 円、月
会費 2,000 円。［問］平田さん
（℡  840・0709）

交野市卓球連盟
　毎週水曜日午前9時 30分～
午後3時、土・日曜日午後1時～
5時（日時変更あり）、いきいきラ
ンド交野。対象は市内在住の人。
入会金1,000円、年会費一般1
万2,000円、高校生6,000円、中
学生（若干名）5,000円。［申・問］
畑中さん（℡  892・3813）

ゆかたを着付けて夏祭りに！
　7月 10日（土）・17日（土）、
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行政書士会枚方支部の江田さん
（℡  859・4439）

夏休み親子パン教室
　7月21日 (水 )・28日 (水 )・
8 月 4日 ( 水 ) 午前 9時～、ゆ
うゆうセンター。講師は食育イ
ンストラクターの山田和子さ
ん。親子で2,800円、兄弟1,000
円。持ち物はエプロン・台ふき・
茶わんふき・お盆・麺棒・三角巾。
［問］横山さん（℡  090・3999・
5973）

ベビーマッサージ
　7 月 21日 ( 水 ) 午 前 10 時
30 分～正午、いきいきランド
交野。2 ～ 10 か月の赤ちゃ
ん対象。持ち物はベビーオイ
ル・防水シート・バスタオル。
参加費1,000 円。予約制。［申・
問］堀田さん（℡  090・4285・
5089  e-mail:k09042855089@
k.vodafone.ne.jp）

夏休みだよ ! ! つくつく粘土教室
　7 月 23 日 ( 金 ) 午 前 10 時
～、青 年 の 家。
樹脂粘土でケー
キやたこ焼きの
マグネットやス
トラップを作ろ
う！小学生対象。
参加費800円。［申・問］つくつ
くロピス箱の菊川さん（℡  090・
8520・3896）か、濱 田 さ ん
（e-mail:rody-rody-shinji-445@
ezweb.ne.jp）

天の川子ども親水行事
　7月24日(土 )午前9時～正
午、私市水辺プラザ。天の川を通
じて思い出づくりをしませんか？
魚取り、水辺の生物調査に親子一
緒で参加ください。参加費無料。
［問］天の川を美しくする会の佐
藤さん（℡  06・6990・9669）

日本語教え方勉強会
　7月 26日 (月 )午後 1時～、
交野会館。日本語教え方講座開

催。日本語の面白さ、難しさを
体感しませんか。参加費無料。
交野市国際交流協会では外国人
に日本語を教える日本語教室も
開講。［申・問］交野市国際交流
協会（℡  894・1113）

表装同好会作品展
　7月 29 日 ( 木 ) ～ 8 月 1 日
(日 )午前 10時～午後 4時 30
分、青年の家 1階ロビー。7月
29 日は正午から、8月 1 日は
午後 3時まで。会員の作品（伝
統掛軸・創作掛軸・色紙・葉書
掛けなど）を展示。入場無料。主
催は表装同好会。［問］粕谷さん
（℡  891・5304）

親子で楽しむフラワーアレンジ
　7月29日(木 )・8月1日(日)
午前10時～11時 30分、ゆうゆ
うセンター。自由に花を選んでア
レンジを作ります。対象は4歳位
～小学生の子どもと保護者。参
加費1組 3,800円。［申・問］宅
島さん（℡  090・8659・8998）

森のシャワーで森林浴
　7月31日(土 )午前10時 30
分（園入口付近集合）～午後3
時、大阪市立大学理学部附属植
物園。健康測定・科学的実験・講
演など。申し込み不要。持ち物は

日除け・弁当。入園料350円。［問］
きさいち植物園ファンクラブの
辻井さん（℡  090・4765・3581）

かたのキッズコンサート vol.7
　8月1日(日 )午前11時～と
午後2時～ (2回公演）、ゆうゆ
うセンター多目的ホール。子ど
も奏者とのアンサンブルや子ど
もミュージカル。子どもたちの
生き生きした姿をぜひ見てくだ
さい。子育てネット＆音夢の会
の共催。［問］前田さん（℡  090・
2282・0054）

コウノスケカイガコレクション
　8 月 3 日 ( 火 ) ～ 8 日 ( 日 )
午前 9時～午後 5時、青年の家
1階ロビー。風景画人物画約 40
点展示。入場無料。［問］福岡さ
ん（℡  892・5835）

サマースクールのお誘い
　8月28日(土)午前10時～、
ゆうゆうセンター。カレー作り
体験をします。対象は、障がい
のある小中学生、定員 10人。参
加費無料。また、一緒に活動し
てくれる学生さんもお待ちし
ています。［申・問］7 月 15 日
( 木 ) までに交野市障害児（者）
親の会幼児学校部会の岩﨑さん
（℡  891・1809）

第二京阪道路沿道における

地域主体のまちづくりの取り組み
　星田北地区の地権者を中
心として設立された、星田北
地区まちづくり協議会は、無
秩序な乱開発の抑制や計画
的なまちづくりを推進する
ため、勉強会や語り合い会な
どを実施し、昨年 12 月に地
域の将来のあり方などを取
りまとめた「まちづくり基本
構想」を策定しました。
　また、今年 5月には、隣接する枚方市茄子作・高田地区でまちづくり
に取り組む、茄子作・高田地区まちづくり協議会と共に、大阪府庁を訪
問し、第二京阪道路沿道におけるまちづくり活動に対する行政支援の要
望などを盛り込んだ「まちづくりの推進に関する提案書」を知事に提出
しました。
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人口と火災・救急編集手帳
５月末の市の人口（前月比）

人　口 79,589 人 （- 19）
男 38,926 人 （- 35）

女 40,663 人 （+ 16）
世帯数 31,387 （- 10）

５月の火災と救急
火災 １件 救急 196件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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はなきんくらぶ
　7月 2 日 ( 金 )・23 日 ( 金 )
午後 1時 30分（開場）～ 4時、
ホーム明星（星田 8－ 6－ 7）。
カラオケ・囲碁・将棋など。対
象は市内在住の 60 歳以上の
人。参加費無料（喫茶は有料）。
主催は（社福）豊年福祉会。［問］
浜崎さん（℡  894・1798）

中高年お一人様「おしゃべり会」
　７月 10日 (土 )・21日 (水 )
午前 9 時 30 分～ 11 時、ゆう
ゆうセンター 3階学びの間。健
康と生きがいを応援！楽しい
時間を過ごしませんか？男女
問わず大歓迎。参加費 500 円。
［申・問］直接会場か、増井さん
（℡  080・3063・5976）か、山
本さん（℡  893・8421）

森の教室・草本植物とシダ植物
　7月10日(土)午前10時（展
示室前集合）～正午、大阪市立
大学理学部附属植物園。自然の
姿を保ちつつ手入れされている
植物園内は多様な植物の宝庫。
園内を観察しましょう！入園料
350 円（中学生以下無料）。［問］
同植物園（℡  891・2059）

流行色セミナー（2010 年秋冬）
　7 月 10 日 ( 土 ) 午 後 1 時
30 分～ 3時 30 分、交野会館。
あなたに似合う流行色診断あ
り。配色など。参加費 2,000 円
（テキスト込み）。詳細は http://

cc-appeal.jugem.jp［ 申・ 問 ］
7 月 4日 ( 日 ) までに藤原さん
（℡  080・6220・0826）

四国歩き遍路の魅力を学ぶ会
　7 月 11 日 ( 日 ) 午 前 9 時
30 分～ 11 時 30 分、ゆうゆう
センター体験学習室。歩き遍路
を専門に四国を廻る公認先達が
その魅力や歩き方のコツを語り
ます。参加費無料。主催は北河
内遍路の会。［申・問］佐々木さ
ん（℡  090・6540・0234）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　7月11日(日)
午前 10 時～正
午、ホーム明星
「星徳館」（星田8
－ 6－ 7）。対象
は大人と小学生
のペア。教材費
1人 300 円。主催は（社福）豊
年福祉会［申・問］明星事務所
（℡  891・2029）

見に来てね♪生き生き絵画展
　7月13日(火 )～18日(日)
午前 9時～午後5時、青年の家
1階ロビー。18日は午後4時ま
で。顔彩で描かれた花や野菜やく
だもの達。明るく季節感あふれる
絵に、思わず笑顔。入場無料。［問］
酒谷さん（℡  810・2545）

精神障害者の家族の方集まろう
　7 月 14 日 ( 水 ) 午 後 1 時
30分～ 3時 30分、ゆうゆうセ
ンター 3階団体共用ルーム。心
の病気（統合失調症、うつ病な

ど）で悩んでおられる家族の人、
悩みを出し合いましょう。［問］
雲川さん（℡  ・℻   891・0884）

あしたへ！
　7月15日 (木 )午前 9時 30
分～正午、いきいきランド交野
控室。育てにくい、扱いにくいな
ど気にかかる子どものいる人、
日ごろの不安や悩み、これから
のことなど一緒に話しません
か？飲食持参で。参加費100円。
［問］中野さん（℡  891・9040）

22 年度盆踊り講習会
　7月15日 ( 木 ) 午後 2 時～
4時、ゆうゆうセンター運動療法
室。曲名は、龍馬おどり、七福神、
河内男節、河内音頭、ハイサイお
じさん、ロック炭坑節。参加費は
大人のみ500円。子ども無料。
主催はふじ美会とビクター会員。
［問］札埜さん（℡  893・3758）

デジカメ撮影会 in 私市植物園
　7月17日 (土 )午前 9時 30
分（展示室前集合）～午後 0時
30分、大阪市立大学理学部附属
植物園。雨天 18日 (日 )。園内
は夏の花がいっぱい。撮影後パ
ソコンに取り込み、写真鑑賞会。
参加費無料（入園料必要）。［問］
きさいち植物園ファンクラブ
（℡  894・0840）

行政書士による日曜無料相談
　7 月 18 日 ( 日 ) 午 後 1 時
～ 3時、ゆうゆうセンター。遺
言・相続、内容証明・示談書の
作成など。無料、予約不要。［問］
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倉治1丁目　機物神社内にて
　機物神社では、七夕伝説により織女星（織姫）が
まつられており、毎年七夕祭りには、願い事がた
くさんつるされた笹が、境内に所せましと立てら
れにぎわいます。
　2007 年には、織女星と牽牛星（彦星）の出会い
にちなみ、天野川流域の交野市・枚方市を中心に
「七夕サミット」が実施されました。
　鳥居の「茅の輪」をくぐり、願いを笹に託して、
織姫と彦星に良き未来をゆだねます。

ふるさとの四季 協力：かたの写真同好会

天の川七夕まつり会場にて
　天野川水辺プラザを中心に、毎年７月、盛大に七夕まつりがおこなわれます。各地区・各種団体の方々により、
竹灯ろうや星のまちにふさわしい星型の飾り付けがされ、一大イベント会場となっています。
　昨年は、府知事の来場・あいさつもあり、七夕を祝福するかのように、お月さんも顔をのぞかせていました。暮
れなずむころ、次々と灯ろうに明かりがともり、天空の光の絵巻物が、水の流れのように幻想的に広がっていき
ます。
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